
三股町立文化会館自主文化事業　● 問い合わせ・電話予約／三股町立文化会館　Tel. 0986−51−3462 ／ Fax. 0986−51−3561

5月10日（日）
　開場／午後１時30分、開演／午後２時

子どもの読書週間のイベントとして、
『おはなしと音楽のコンサート』を開催！

■料金／入場無料(ただし、入場整理券が必要です）

■出演／小さな音楽会、劇団こふく劇場
■場所／三股町立文化会館
■主催／三股町・三股町教育委員会
■お問い合わせ・入場整理券配布／三 股町立図書館　　☎０９８６（51）３２００
※なお、内容に変更がある場合があります。あらかじめご了承ください。

本田路津子＆
六子コンサート

Rutsuko Honda & LOCO Concert

1973年放送のＮＨＫ
朝の連続ドラマ小説
「藍より青く」のテーマ
ソング「耳をすましてご
らん」をリリース。

2008年放送のNHK
朝の連続テレビ小説
「だんだん」にチャコ役
で出演。ドラマ中でもオ
リジナル曲を披露。

LOCO

RUTSUKO
HONDA

■料金／一般�2,500円（当日3,000円）�ペア�4,000円（前売りのみ）
　　　　※ペアの組み合わせは自由です。※未就学児の入場はご遠慮ください。※電話予約可。

■出演／本田路津子［共演／佐藤洋子（ピアノ）・岩永恭子（フルート）］
　　　　六　　　子［共演／母里由美子（ピアノ）］

■プログラム・曲目
本田路津子／風がはこぶもの、秋でもないのに、ひとりの手、きみは愛されるため生まれた�ほか
六　　　子／だんだん・祈り・絆�ほか

※曲目は変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

■場所／三股町立文化会館　■主催／三股町・三股町教育委員会
■お問い合わせ・チケット販売／三股町立文化会館　℡.0986-51-3462

NHK朝の連続小説の
テーマソングを歌唱。

5月15日（金）
開場／午後６時　開演／午後６時30分

■開催日時

■開催日時

花と緑と水のまち
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21年度の予算が決まりました。どのような使い方をするかお知らせします。

「72億4,000万円」 です！
特集

今年度（21年４月〜22年３月）のお金は…

■20年度教育研究論文最優秀賞
■町職員人事異動
お知らせ
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※グラフは四捨五入のため、実際の数字と一致しない場合があります。

平成21年度当初予算

総
収
入
は
昨
年
度
比
８
・
７
㌫
減

町
の
今
年
度
の
総
収
入
は
昨
年
度
に
比
べ
て
約
６
億

９
０
０
０
万
円
減
っ
て
72
億
４
０
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
て
、
町
独
自
で
賄
え
る
自
主
財
源
は
全
体
の
36
・
２

㌫
と
、
あ
い
か
わ
ら
ず
の
依
存
型
財
政
に
な
っ
て
い
ま

す
。平

成
19
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
国
の
税
源
移
譲
に
よ
っ

て
、
19
年
度
か
ら
の
自
主
財
源
は
18
年
度
以
前
に
比
べ

る
と
増
え
て
は
い
る
も
の
の
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金

が
減
ら
さ
れ
て
い
る
た
め
、
収
入
総
計
は
毎
年
減
っ
て

い
ま
す
。

町
が
１
年
間
を
賄
う
た
め
に
は
、
こ
の
町
税
な
ど
の

自
主
財
源
や
国
、
県
か
ら
の
補
助
金
・
交
付
金
だ
け
で

は
困
難
で
す
。
そ
の
た
め
、
財
政
調
整
基
金
と
い
っ
た

貯
金
を
合
わ
せ
て
３
億
１
６
０
０
万
円
下
ろ
し
、
さ
ら

に
優
良
ロ
ー
ン
（
町
債
）
で
４
億
４
１
０
０
万
円
（
昨

年
度
比
21
・
５
㌫
減
）
を
借
り
る
こ
と
で
こ
の
１
年
間

を
賄
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

借
入
金
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
た
め
で
は
あ
り
ま

す
が
、
将
来
、
わ
た
し
た
ち
の
子
ど
も
や
孫
た
ち
に
負

担
を
掛
け
な
い
よ
う
な
お
金
の
工
面
を
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

財
布
の
ひ
も
を
締
め
る
と
こ
ろ
は
締
め
て

こ
う
し
て
得
た
１
年
間
の
お
金
72
億
４
０
０
０
万

円
。ま
ず
は
義
務
的
経
費
︹
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
︺

が
全
体
の
52
・
７
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

人
件
費
の
中
の
職
員
給
与
費
に
つ
い
て
は
、
平
成
16

年
度
か
ら
継
続
し
て
い
る
行
財
政
改
革
や
職
員
適
正
化

計
画
に
よ
り
、
昨
年
度
に
比
べ
４
０
０
万
円
の
減
（
０
・

３月に行われた町定例議会で、本年度１年間のお金の使い方が決まりました。
町はあいかわらず厳しい財政運営を迫られますが、今年度も継続して

『活力にあふれ心あたたまる住みよいまち、みまた』
という目標に向け、町民の皆さんが
より快適に生活できるための予算編成を行っています。
本号ではその予算の概要と、主な事業を紹介します。

今年度（21年４月〜22年３月）のお金は…

﹁72億4,000万円﹂です！

４
㌫
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

扶
助
費
は
、
乳
幼
児
医
療
費
の
未
就
学
児
完
全
無
料

化
や
児
童
手
当
、
障
害
者
支
援
費
な
ど
で
、
昨
年
度
よ

り
約
５
４
０
０
万
円
増
と
な
り
、
子
育
て
や
障
害
者
支

援
な
ど
と
い
っ
た
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
る
よ
う
に
予

算
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

物
件
費
（
消
防
や
ご
み
処
理
な
ど
の
委
託
料
ほ
か
）

は
、
昨
年
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
（
０
・
４
㌫
増
）、
建
設
事

業
な
ど
の
投
資
的
経
費
は
４
億
５
９
０
０
万
円
で
、
昨

年
度
に
比
べ
約
６
億
９
６
０
０
万
円
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
３
年
間
の
事
業
だ
っ
た
中
学
校
の
大

規
模
改
修
が
昨
年
度
で
終
わ
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
老
人
保
健
事
業
に
代
わ
っ
て
始

ま
っ
た
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
事
業
へ
の
補
助
金
、
繰

出
金
（
同
特
別
会
計
へ
の
経
費
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約
１

億
８
４
０
０
万
円
、
７
４
０
０
万
円
の
予
算
が
組
ま
れ

ま
し
た
。全
体
で
は
補
助
金
が
３
８
０
０
万
円
の
増
、

繰
出
金
（
９
つ
の
特
別
会
計
へ
の
経
費
）
が
４
３
０
０

万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。繰
出
金
が
昨
年
度
よ
り

減
と
な
っ
た
の
は
、
老
人
保
健
事
業
へ
の
予
算
が
必
要

な
く
な
っ
た
た
め
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
財
布
の
ひ
も
を
締
め
る
と
こ
ろ
は
締

め
て
、
緩
め
る
と
こ
ろ
は
緩
め
る
と
い
っ
た
、
計
画
的

な
お
金
の
使
い
方
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
も
む
だ
な
も
の
を
省
き
、
真
に
必
要
な
事
業
に
は
重

点
を
置
く
な
ど
細
か
く
切
り
詰
め
な
が
ら
、
財
政
運
営

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

借
金
返
済
は
…

町
の
ロ
ー
ン
残
高
（
町
債
現
在
高
）
は
68
億
７
７
０

町税
17億7,006万円
24.4㌫

諸収入など
5億3,816万円
7.4㌫

地方交付税
24億9,272万円
34.4㌫

国庫支出金
6億8,528万円
9.5㌫

県支出金
5億9,537万円
8.2㌫

そのほか
4億138万円
5.5㌫

繰入金
3億1,620万円
4.4㌫

町債
4億4,084万円
6.1㌫

依存財源
 6

3.
8

㌫

自主財源
 36.2

㌫

平成21年度
三股町の収入
〜72億4,000万円〜

０
万
円
（
20
年
度
末
見
込
み
額
）。今
年
度
は
年
間
で
８

億
４
５
０
０
万
円
の
返
済
（
公
債
費
）
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

低
金
利
の
優
良
ロ
ー
ン
を
借
り
て
は
い
ま
す
が
、
今

後
も
返
済
計
画
を
し
っ
か
り
と
立
て
て
返
済
し
て
い
き

ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
と
の
協
働
が

魅
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
！

町
で
は
、
将
来
に
備
え
て
蓄
え
て
き
た
貯
金
（
各
基

金
）
を
す
べ
て
合
わ
せ
て
も
、
19
億
７
５
０
０
万
円
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
町
は
お
金
を
有
効
に
活

用
し
、
節
約
し
た
お
金
を
貯
金
に
回
し
て
、
こ
の
貯
金

が
減
ら
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
将
来
に
わ

た
っ
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
よ
り
よ
い
快
適
な
生
活
の
場

を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
で
す
。

さ
ら
に
、
町
で
も
人
口
増
加
施
策
、
収
納
確
保
を
工

夫
し
た
り
し
て
、
収
入
が
増
え
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
町
民
と
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
自
覚
（
行
政
と
住
民
の
役
割
分
担
）

し
、
こ
ま
め
な
節
約
を
行
え
ば
、
さ
ら
に
気
持
ち
よ
く

住
み
よ
い
三
股
町
が
つ
く
れ
る
は
ず
で
す
。
で
す
か
ら

町
民
の
皆
さ
ん
も
、
健
康
管
理
（
医
療
費
の
削
減
）
や

ご
み
の
分
別
（
処
理
費
削
減
）
な
ど
、
ま
ず
は
自
分
で

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
、
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

 

税
務
財
政
課  

財
政
係

☎
52
︲
１
１
１
１（
内
線
１
３
２・
１
３
１
）

投資・出資金・貸付金：4,282万円：0.6㌫

義務
的

経
費

 52.7㌫

人件費
13億5,656万円
18.7㌫

扶助費
16億1,647万円
22.3㌫

公債費
8億4,532万円
11.7㌫

物件費
11億2,046万円
15.5㌫

操出金
7億7,516万円
10.7㌫

補助金など
9億5,110万円
13.1㌫

普通建設事業費・災害復旧事業費
4億5,928万円：6.3㌫

予備費：1,000万円：0.1㌫
積立金：1,658万円：0.2㌫

経常的
経

費
 4

0.
9㌫

6.3㌫投資的経費

維持補修費：4,626万円：0.6㌫

平成21年度
三股町の支出
〜72億4,000万円〜

新年度がスタート。手を取り合って一歩ずつ進みましょう！
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町
で
は
、目
標
で
あ
る

「
活
力
に
あ
ふ
れ
心
あ
た
た
ま
る
住
み
よ
い
ま
ち
、み
ま
た
」に
向
け
て
、

５
つ
の
基
本
方
針
と
な
る
柱
を
持
っ
て
い
ま
す
。そ
の
柱
ご
と
に

今
年
度
取
り
組
む
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
し
ま
す
。

● 平成21年度 会計別予算額
会　計　名 予　算　額 前年比（㌫）

一般会計 72億4,000万円 － 8.7㌫
特別会計 50億3,020万円 － 8.5㌫
国民健康保険事業 26億2,213万円 －10.4㌫
老人保健事業 2,901万円 －88.2㌫
後期高齢者医療保険事業 1億9,068万円 － 8.0㌫
梶山地区農業集落排水事業 4,008万円 －17.8㌫
宮村南部地区農業集落排水事業 3,679万円 － 0.6㌫
墓地公園事業 1,833万円 －38.4㌫
公共下水道事業 4億 174万円 3.4㌫
介護保険事業 16億7,775万円 4.8㌫
介護保険サービス事業 1,369万円 － 1.9㌫

企業会計（収益的収入） 3億8,673万円 － 7.8㌫
水道事業 3億7,575万円 － 6.5㌫
病院事業 1,098万円 －37.7㌫

合 計 126億5,693万円 －8.6㌫
※平成20年度総計…138億4,880万円

３
月
３
日
、
桑
畑
町
長
は
平
成
21
年
第
２
回
町

議
会
定
例
会
で
、
今
年
度
の
町
政
に
対
す
る
所

信
を
表
明
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
重
点
項
目
（
一
部
抜
粋
）

三
股
町
長 

桑
畑
和
男

「
町
政
は
、
町
民
あ
っ
て
の
も
の
、
町
民
み
ん

な
の
も
の
で
あ
り
、
町
民
中
心
の
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
わ
た
し
の
政
治
信
条

と
併
せ
、「
心
の
政
治
」・「
心
の
通
う
町
政
」
の

基
本
理
念
に
基
づ
き
、
今
後
さ
ら
に
全
身
全
霊

を
傾
け
て
、
町
政
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
大
変
厳
し
い
財
政
運
営
が
強
い
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
基
本
目
標
と
し
て
お
り
ま
す

「
活
力
に
あ
ふ
れ
心
あ
た
た
ま
る
住
み
よ
い
ま

ち
三
股
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
５
つ
の
重
点

施
策
の
実
現
に
向
け
て
、
町
民
と
の
協
力
・
協

働
に
よ
る
理
念
の
も
と
、
懸
命
に
取
り
組
む
所

存
で
あ
り
ま
す
。

自
然
と
調
和
し
た
快
適
な
環
境
の
ま
ち
づ
く
り

◦�

平
成
21
年
度
に
は
、
塚
原
第
２
団
地
建
替
え

に
向
け
た
基
本
設
計
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

が
、
ま
た
、
町
営
住
宅
の
集
約
化
、
住
環
境

の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
人
口
減
少
地
区

へ
の
宅
地
分
譲
な
ど
、
関
係
者
の
ご
協
力
を

得
な
が
ら
、
快
適
な
生
活
の
場
を
提
供
し
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

◦�

長
田
地
区
の
簡
易
水
道
に
つ
い
て
は
、
平
成

21
年
度
よ
り
供
用
開
始
を
い
た
し
ま
す
が
、

今
後
も
引
き
続
き
、
上
水
道
の
「
安
全
で
良

質
な
水
」「
安
定
的
な
供
給
」
に
引
き
続
き

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◦�

公
共
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
一
部
供
用

開
始
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
加
入

促
進
と
普
及
率
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
農
業
集
落
に
お
き
ま
し
て
も
農

業
集
落
排
水
施
設
へ
の
さ
ら
な
る
接
続
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◦�

循
環
型
ご
み
行
政
を
基
調
と
す
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
廃
棄
物
の
発
生
を
抑
制
し
、
リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
環
境
保
全
に
関
す
る
施
策
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

か
お
り
高
い
文
化
と
豊
か
な
人
間
性
を
培
う

文
教
の
ま
ち
づ
く
り

本
町
の
教
育
は
、
教
育
基
本
法
の
理
念
と
町

民
憲
章
の
精
神
を
基
調
と
し
な
が
ら
、
か
お
り

高
い
文
化
の
創
出
を
育
み
、「
文
教
の
町
〜
み

ま
た
」
を
目
指
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◦�

文
化
会
館
と
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
各
サ
ー

ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努
め
、
両
施
設
の

効
率
的
な
利
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◦�

学
校
教
育
の
充
実
と
教
育
環
境
整
備
に
つ
い

て
は
、
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
や
教
育

課
題
解
決
に
向
け
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会

の
連
携
体
制
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年

度
よ
り
実
施
し
ま
し
た
三
股
中
学
校
の
整

備
事
業
が
、
平
成
20
年
度
を
も
っ
て
竣
工
い

た
し
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
老
朽
化
し
た
各
小

学
校
屋
内
体
育
館
の
耐
震
化
・
改
修
な
ど
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

あ
た
た
か
み
の
あ
る
福
祉
と
健
康
の
ま
ち
づ
く
り

介
護
保
険
制
度
の
充
実
、
保
健
予
防
活
動
や

…
い
き
が
い
対
策
も
含
め
た
保
健
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保

健
福
祉
施
策
の
効
果
的
な
展
開
を
目
指
し
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

◦�「
自
分
の
健
康
は
、
自
分
で
守
り
、
自
分
で

つ
く
る
」
と
い
う
自
己
管
理
意
識
は
も
と
よ

り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
保
健
行
政
を
進
め
る

た
め
、
予
防
接
種
の
実
施
、
各
種
の
健
康
診

査
を
は
じ
め
、
事
後
の
健
康
教
育
、
健
康
相

平成21年度当初予算

◎
21
年
度
に
取
り
組
む
主
な
も
の

●
リ
サ
イ
ク
ル・ご
み
の
減
量
化
の
推
進

…
２
０
３
０
万
円

資
源
ご
み
の
回
収
や
収
集
団
体
へ
の

補
助
金
交
付
な
ど
、
ご
み
の
減
量
化
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

○新
環
境
学
習
会　
　
　
　
　

   

…
14
万
円

町
民
と
行
政
、
事
業
者
が
協
同
し
て
環

境
問
題
の
解
決
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

町
民
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
に
定

期
的
な
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
下
水
道
事
業  

…
４
億
１
７
４
万
円

下
水
道
管
の
埋
設
整
備
を
引
き
続
き

行
い
ま
す
。21
年
度
は
稗
田
地
区
を
整

備
し
ま
す
。

●
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業…

５
３
３
２
万
円

河
川
の
水
質
汚
濁
を
防
ぐ
た
め
に
、
浄

化
槽
を
設
置
す
る
人
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

●
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

…
６
８
３
万
円

新
清
掃
工
場「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」

建
設
に
伴
う
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
経
費

な
ど
を
負
担
。広
域
行
政
事
業
で
す
。

●
街
灯
設
置
事
業　
　
　
　

   

…
71
万
円

集
落
間
の
人
家
が
少
な
い
わ
り
に
通

学
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
歩
道

を
重
点
的
に
、
25
カ
所
に
防
犯
灯
を
設

置
予
定
で
す
。

●
勝
岡
小
学
校
体
育
館
整
備
事
業…

４
億
円

老
朽
化
し
た
勝
岡
小
学
校
の
体
育
館

を
建
て
替
え
ま
す
。20
年
度
の
繰
越
事

業
と
し
て
今
年
度
実
施
し
ま
す
。

●
図
書
館
図
書
等
購
入
事
業…

７
９
７
万
円

図
書
館
で
図
書
や
ビ
デ
オ
の
購
入
を

行
い
ま
す
。常
に
新
し
い
情
報
を
提
供

し
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

●
文
化
会
館
自
主
文
化
事
業

…
１
２
０
０
万
円

自
主
文
化
事
業
を
年
間
12
回（
月
１
回

程
度
）開
催
す
る
予
定
で
す
。

● 

ふ
る
さ
と
振
興
人
材
育
成
国
内
・
海
外

派
遣
事
業              　
…
３
２
８
万
円

人
材
育
成
を
目
的
に
、
中
高
生
を
海
外

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
へ
、小
学
生
を
国

内（
沖
永
良
部
島
）
へ
そ
れ
ぞ
れ
派
遣

し
研
修
を
行
い
ま
す
。

●
小
学
校
補
助
教
諭　

   

…
８
６
９
万
円

小
学
校
の
複
式
学
級
対
策
の
た
め
、
補

助
教
諭
を
配
置
し
ま
す
。今
年
度
は
長

田
小
学
校
に
3
人
配
置
し
ま
す
。

○新 

小
規
模
小
学
校
区
に
お
け
る
子
ど
も

の
体
験
活
動
支
援
事
業   　
…
36
万
円

過
疎
傾
向
の
進
む
小
学
校
3
校
区
を

対
象
に
、
地
域
教
育
推
進
会
議
を
組
織

し
、
各
校
区
だ
け
の
事
業
で
は
な
く
、

相
互
の
交
流
事
業
を
行
う
こ
と
で
、
小

規
模
校
児
童
同
士
の
交
流
を
深
め
る

機
会
も
つ
く
り
ま
す
。

●
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

…
１
２
５
万
円

年
齢
や
性
別
を
問
わ
ず
、
地
域
住
民
が

主
役
と
な
っ
て
、「
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
い
つ
ま
で
も
」
を
基
本
と
し
た

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
楽
し
む
た

め
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

●
障
害
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業…

40
万
円

障
害
者
相
互
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
、

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

○新 

認
知
症
ケ
ア
～
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
地

域
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
～…

14
万
円

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を

開
設
し
、
認
知
症
に
対
す
る
偏
見
や
誤

解
を
な
く
し
、
地
域
で
支
援
し
て
い
く

た
め
の
人
材
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
の
啓
発
活
動
を
充
実
さ
せ

ま
す
。

●
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業

…
５
４
４
５
万
円

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
よ
う

に
、
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
け
が
や
病

気
で
か
か
っ
た
医
療
費
を
完
全
無
料

化
し
ま
す
。

○新
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
行
動
計
画

　
策
定
事
業　
　
　
　
　
　

  

… 

13
万
円

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
時
に
適

切
な
対
応
を
行
う
た
め
、
対
策
行
動
計

画
を
定
め
ま
す
。

●
特
定
不
妊
治
療
助
成
事
業  

…
50
万
円

不
妊
治
療
は
経
済
的
負
担
が
大
き
い

た
め
、
少
子
化
の
一
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
、

少
子
化
対
策
を
行
い
ま
す
。

●
予
防
接
種
業
務     

…
３
６
９
２
万
円

ポ
リ
オ
、
麻
し
ん
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
な
ど
予
防

接
種
を
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種（
任
意
接
種
）

を
始
め
ま
す
。

●
人
間
ド
ッ
ク
事
業　

  

…
４
０
０
万
円

30
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
５
歳
ご
と
の

節
目
の
人
を
対
象
に
、
医
療
法
人
敬
和

会
み
ま
た
病
院（
旧
町
立
病
院
）
で
の

人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
に
２
万
円
を
助

成
し
ま
す
。

●
が
ん
検
診
事
業
…
１
２
０
０
万
円

が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た

め
、
各
種
が
ん
検
診
を
集
団
検
診
と
個

別
検
診（
指
定
医
療
機
関
受
診
）
で
実

施
し
ま
す
。

○新
三
股
駅
前
多
目
的
広
場
整
備
事
業

…
３
５
５
１
万
円

三
股
駅
東
側
に
町
民
の
い
こ
い
の
場

と
し
て
多
目
的
広
場
を
整
備
し
ま
す
。

○新
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
補
助

　
事
業　
　
　
　
　

   

…
計
９
６
３
万
円

近
年
の
経
済
不
況
に
よ
る
社
会
情
勢

に
対
応
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
の
人
材
雇
用
を
行
い
ま
す
。

○新
三
股
町
農
商
工
連
携
推
進
事
業

…
１
５
０
万
円

農
商
工
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
町
の

産
業
発
展
、
駅
周
辺
の
中
心
市
街
地
活

性
化
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
る
事
業
を

行
い
、
次
代
を
担
う
人
材
育
成
を
図
り

ま
す
。

●
地
域
水
田
農
業
担
い
手
条
件
整
備
事
業

…
１
８
３
万
円

規
模
拡
大
と
品
質
向
上
、
地
域
水
田
営

農
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
、
転
作
で

の
大
豆
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
作
付
け
で
、
効

率
的
な
生
産
に
必
要
な
農
業
機
械
の

購
入
に
対
し
助
成
を
行
い
ま
す
。

●
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金

…
１
２
５
０
万
円

森
林
整
備
の
促
進
を
図
る
た
め
、
山
の

手
入
れ
に
必
要
な
活
動（
現
況
調
査
や

区
域
表
示
、
作
業
路
の
整
備
な
ど
）
を

交
付
金
に
よ
っ
て
支
援
し
ま
す
。

●
元
気
み
や
ざ
き
園
芸
産
地
確
立
事
業

…
３
８
０
万
円

作
業
能
率
や
品
質
の
向
上
と
農
家
経

営
の
安
定
の
た
め
、
省
力
化
機
械
の
導

入
を
行
い
ま
す
。

○新 

第
５
次
三
股
町
総
合
計
画
・
第
４
次
国

土
利
用
計
画
策
定
事
業　
　
…
47
万
円

第
４
次
三
股
町
総
合
計
画
、
第
３
次
国

土
利
用
計
画（
共
に
10
カ
年
計
画
）
が

22
年
度
ま
で
の
計
画
で
あ
る
た
め
、
今

年
度
か
ら
策
定
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

○新
町
税・公
共
料
金
コ
ン
ビ
ニ
収
納

…
２
１
２
万
円

町
税
や
公
共
料
金
の
ほ
と
ん
ど
を
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
か
ら
で
も
納

付
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

○新
は
今
年
度
か
ら
新
し
く
始
め
る
事
業
で
す
。

然
と
調
和
し
た
快
適
な

環
境
の
ま
ち
づ
く
り

自

お
り
高
い
文
化
と
豊
か
な
人
間

性
を
培
う
文
教
の
ま
ち
づ
く
り

か

た
た
か
み
の
あ
る
福
祉
と

健
康
の
ま
ち
づ
く
り

あ

力
に
あ
ふ
れ
る

産
業
の
ま
ち
づ
く
り

活

合
的
な
町
政
の
推
進

総
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町
税・普
通
交
付
税
な
ど
の
状
況

皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
町
民
税
や
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
は
、
町
の
大
切
な
収
入

源
で
、
今
年
度
の
総
収
入
の
24
・
４
㌫
と
な
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
国
の
税
源
移
譲
施
策
で
、
国
・
県
か

ら
の
補
助
が
そ
の
分
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
所
得
税
や
酒
税
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
地
方

交
付
税
は
、
町
の
収
入
の
中
で
一
番
大
き
い
財

源
で
、
34
・
４
㌫
。自
主
財
源
も
国
や
県
か
ら
の

補
助
金
・
交
付
金
も
町
の
収
入
の
中
心
に
な
る

も
の
で
す
か
ら
、
近
年
の
減
少
傾
向
は
町
の
運

営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

◎
町
の
お
金
の
出
入
り
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
!?

町
税
・
普
通
交
付
税
の
状
況

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

町　税
20億円

15億円

30億円

20億円

24億円

22億円

26億円

28億円

16億円

17億円

18億円

19億円

普通交付税

25億8,281万円

24億7,214万円

23億7,903万円

24億8,639万円

24億4,272万円

16億5,468万円 16億5,667万円

18億5,226万円 18億6,501万円

17億7,006万円

※�

本
町
の
根
幹
的
収
入
で
あ
る
町
税
・
普
通
交
付
税
が
減

少
し
予
算
の
編
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
は
税
源
移
譲
に
よ
り
町
税
が
大
き
な
伸
び

と
な
っ
て
い
ま
す
。

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

30億円

0

10億円

5億円

15億円

20億円

25億円

5億5,520万円
5億5,556万円 5億5,546万円

5億9,283万円
5億8,040万円

27億3,023万円
25億4,967万円

23億2,436万円

19億8,711万円

19億7,539万円

7億5,161万円
6億5,327万円 5億9,708万円

4億4,921万円
4億5,480万円

総基金残高
公共施設基金
財政調整基金

財
政
調
整
基
金
：�

災
害
復
旧
そ
の
他
財
源
の
不
足
を
生
じ
た
と
き
に
使

わ
れ
る
財
源

公
共
施
設
整
備
基
金
：
公
共
施
設
の
整
備
、
充
実
に
使
わ
れ
る
財
源

※�

基
金
の
繰
り
入
れ
に
よ
り
毎
年
度
の
基
金
額
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

10億円

6億円

4億円

8億円

8億7,910万円

9億3,982万円

公　債　費
町債発行額

8億9,810万円

7億7,622万円 7億6,754万円

4億4,084万円

9億6,497万円
9億0,652万円

8億5,661万円

8億4,532万円

談
、
健
康
教
室
な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

◦�「
元
気
の
杜
」を
積
極
的
に
活
用
し
、高
齢
者
・

障
害
者
の
み
な
ら
ず
一
般
町
民
や
児
童
な
ど
、

多
世
代
に
わ
た
る
人
々
が
交
流
を
深
め
る
福

祉
の
拠
点
と
し
て
、「
健
康
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
あ
た
た
か
み
の
あ
る
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
本
町

で
は
、
乳
幼
児
医
療
費
の
就
学
前
完
全
無
料

化
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
さ
ら
な

る
福
祉
の
増
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◦�

町
立
病
院
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、

指
定
管
理
者
に
管
理
運
営
を
お
願
い
し
て
き

た
わ
け
で
す
が
、
昨
年
11
月
の
臨
時
会
に
お

い
て
医
療
法
人
敬
和
会
戸
嶋
病
院
へ
の
譲
渡

に
つ
い
て
、
議
会
の
ご
承
認
を
頂
い
て
お
り

ま
す
。
こ
の
４
月
１
日
を
も
っ
て
町
立
病
院

と
し
て
は
、
廃
止
と
い
た
し
ま
す
。

活
力
に
あ
ふ
れ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

◦�

農
畜
産
業
は
基
幹
産
業
で
あ
り
、
そ
の
振
興

は
本
町
経
済
に
と
っ
て
、
最
も
重
要
な
も
の

で
あ
り
ま
す
。特
に
、
畜
産
は
主
軸
を
成
す

も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
さ
ら
に
生
産

性
の
高
い
安
定
し
た
畜
産
経
営
の
改
善
に
意

を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

◦�

特
産
品
の
開
発
と
農
道
・
用
排
水
路
等
土
地

基
盤
整
備
、後
継
者
や
女
性
農
業
者
の
育
成
・

支
援
、
畑
地
か
ん
が
い
事
業
、
集
落
営
農
の

推
進
な
ど
、
各
種
施
策
を
推
進
し
、
安
全
で

高
品
質
な
農
畜
産
物
の
生
産
に
努
め
、
競
争

力
の
強
い
産
地
形
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

◦�

商
工
業
振
興
に
は
、
商
工
団
体
と
の
連
携
を

図
る
施
策
を
展
開
す
る
と
共
に
、
緊
急
雇
用

創
出
を
図
る
各
種
事
業
に
取
り
組
み
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。同

時
に
ま
た
、
既
存
の
地
場
産
業
の
振
興
を
は

じ
め
と
し
た
雇
用
の
場
の
確
保
に
努
め
、
誘

致
企
業
の
立
地
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◦�

本
町
の
農
商
工
連
携
と
情
報
発
信
の
拠
点
施

設
と
し
て
の
物
産
館
を
含
め
た
産
業
会
館

に
つ
い
て
は
、
商
工
振
興
と
活
性
化
の
観
点

か
ら
、
鋭
意
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
購
買
力
の
町
外
へ
の
流
出
を
抑
制
し
、

町
内
指
向
へ
の
消
費
拡
大
に
も
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

総
合
的
な
町
政
の
推
進

◦�

町
民
の
積
極
的
な
参
加
の
も
と
、
町
民
の
創

意
、
工
夫
を
生
か
し
な
が
ら
、
町
づ
く
り
へ

の
意
欲
と
相
互
連
携
を
図
り
、
住
み
よ
い
活

力
に
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

◦�

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
の
飛
躍
的
な
発
達
に
伴

い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◦�

町
民
と
行
政
の
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
確
立
を
目
指
し
、
さ
ら
に
町
民
の
視
点
に

立
っ
た
抜
本
的
な
行
政
改
革
を
進
め
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

◦�「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
」
の
運
行
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
後
も
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た

路
線
や
時
刻
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
高
齢

者
、
障
害
者
な
ど
の
交
通
弱
者
の
利
便
性
の

向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◦�

入
札
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
19
年
度

途
中
か
ら
試
行
的
に
条
件
付
一
般
競
争
入
札

を
導
入
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
国
・
県

な
ど
の
動
向
を
十
分
見
極
め
な
が
ら
慎
重
に

対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
わ
た
し
の
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ

ま
し
た
が
、
常
に
町
民
主
体
の
施
策
を
展
開
す

べ
く
、
清
潔
で
公
正
な
執
行
管
理
を
行
い
、
強

い
信
念
と
情
熱
を
も
っ
て
粉
骨
砕
身
、
全
力
を

傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

町
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
施
政
方
針
と

い
た
し
ま
す
。

●
各
基
金
の
状
況

町
で
は
、『
施
設
の
改
修
の
た
め
』
と
い
っ
た

具
合
に
、
あ
る
特
定
の
目
的
の
た
め
の
お
金
を

積
み
立
て
て
い
ま
す
。そ
れ
が
基
金
（
＝
貯
金
）

と
い
う
も
の
で
す
。町
が
現
在
持
っ
て
い
る
基

金
は
、
11
種
類
あ
り
、
ど
れ
も
目
的
達
成
の
た

め
の
大
切
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
こ
の
基
金
か
ら
合
計
で

３
億
１
６
２
０
万
円
を
取
り
崩
し
、
町
収
入
総

額
の
４
・
４
㌫
を
確
保
し
ま
し
た
。こ
の
う
ち
、

主
な
も
の
と
し
て
島
津
紅
茶
園
切
寄
線
改
良
事

業
を
行
う
た
め
の
資
金
と
し
て
、
１
２
０
０
万

円
を
取
り
崩
し
、
財
源
と
し
ま
し
た
。

●
町
債・公
債
の
状
況

町
債
（
＝
借
金
）
は
、
施
設
の
増
改
築
な
ど

と
い
っ
た
大
き
な
事
業
に
取
り
組
む
場
合
な
ど

に
増
え
る
も
の
で
す
。

例
え
ば
20
年
度
は
産
業
会
館
整
備
事
業
が
主

な
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
三
股

中
学
校
の
整
備
が
終
わ
っ
た
こ
と
で
、
借
入
金

を
減
ら
し
ま
し
た
。

公
債
費
（
借
金
返
済
額
）
は
、
町
の
借
金
や
一

時
借
入
金
な
ど
の
返
済
に
充
て
る
費
用
で
す
。

毎
年
借
り
る
お
金
を
最
小
限
に
抑
え
て
よ
り
多

く
返
す
と
い
っ
た
、
早
め
に
借
金
を
な
く
す
努

力
を
し
て
い
ま
す
。

基
金
の
状
況

公
債
費
の
状
況

平成21年度当初予算

◎
20
年
度
の
主
要
事
業
（
金
額
は
実
績
見
込
み
で
す
）

老朽化した三股駅舎を多世代交流拠点施設として
改修しました

三股町コミュニティ拠点施設整備事業（三股駅舎改修）
3,200万円

商工会が建設する物産館を併設した産業会館への補助を行いました

産業会館建設補助事業
6,578万円

18年度からの３カ年計画で行っていた長田地区（第５地区）の
簡易水道整備が終了しました

長田地区簡易水道整備事業
１億7,532万円

蓼池児童館の老朽化した床の張り替えなど改修を行いました

蓼池児童館改修事業
513万円

18年度から３カ年計画で行っていた中学校校舎の整備が終了しました。
20年度は特別教室棟の整備を行いました

中学校整備事業
１億3,251万円

昭和61年から23年間使用していた消防団機動本部の
消防車両を更新。新規購入しました

消防車両更新事業
2,823万円
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明
る
く
元
気
に
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
た
め
に
、

教
職
員
は
、
常
に
研
究
し
日
夜
努
力
し
て
い
ま
す
。

町
教
育
委
員
会
は
、
教
育
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の

解
明
と
教
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
に
教
育
研
究
論
文

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

20
年
度
に
提
出
さ
れ
た
論
文
は
、
特
別
支
援
教
育
、

学
習
意
欲
を
高
め
る
教
科
指
導
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
育
成
、
健
康
と
食
育
、
教
育
機
器
活
用
、
情

報
モ
ラ
ル
教
育
、
学
校
の
危
機
管
理
な
ど
、
今
日
的
な

教
育
課
題
ば
か
り
で
し
た
。

最
優
秀
賞
は
濱
田
久
光
教
諭
の
論
文
で
、
特
別
支
援

教
育
に
お
け
る
愛
情
と
き
め
細
か
な
指
導
が
、
教
育
の

原
点
と
し
て
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
回
は
そ
の
濱
田
教
諭
の
研
究
論
文
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
2
月
26
日
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
後
、
教
育

研
究
所
の
１
年
間
の
研
究
報
告
が
あ
り
ま
し
た（
上
写

真
）。
子
ど
も
た
ち
の
あ
い
さ
つ
指
導
や
清
掃
指
導
な
ど

小
・
中
学
校
の
一
貫
し
た
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
４
月
か
ら
町
内
全
学
校
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

「校門での一礼」を実演する教育研究所の研究員の皆さん

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
学
ぶ
教
職
員

【新規採用】4人
税務財政課住民税係（新）田原智幸▽町
民保健課国保年金係（新）今村涼子▽福
祉課介護高齢者係（新）新地明美▽教育
課生涯学習係（新）吉住美紀

【課長級】5人
会計課長（総務企画課課長補佐）山元宏
一▽産業振興課長・農業委員会事務局長
（環境水道課長）下沖常美▽環境水道課
長（議会事務局長）岩松健一▽議会事務
局長（会計課長）上村陽一▽産業振興課
対策監兼課長補佐兼商工観光係長・農業
委員会事務局長補佐（産業振興課長兼対
策監・農業委員会事務局長）溝口良信
【課長補佐級】21人
総務企画課課長補佐(総務企画課行政係
副主幹)鍋倉祐三▽税務財政課資産税係
主幹（都市整備課課長補佐）田上孝行▽
町民保健課課長補佐戸籍住民係（町民保
健課課長補佐健康推進係）大坪博文▽町
民保健課戸籍住民係主幹（町民保健課戸
籍住民係副主幹）温水ナツ子▽町民保健
課課長補佐（町民保健課健康推進係長）
黒木尚美▽福祉課課長補佐（福祉課社会
福祉係長）中原信昭▽産業振興課農業振
興係主幹（産業振興課課長補佐）隈元孝
一▽産業振興課課長補佐（産業振興課農
業振興係長）佐澤一成▽産業振興課農林
整備係主幹（産業振興課課長補佐）大坪
和正▽産業振興課課長補佐（産業振興課
農林整備係長）児玉秀二▽都市整備課課
長補佐（県派遣）青山泰樹▽都市整備課
課長補佐（都市整備課建築係長）瀬戸山
昭二▽都市整備課建築係主幹（教育課学
校教育係副主幹）瀬尾靖弘▽都市整備課
建築係主幹（税務財政課納税管理係主幹）
竹町典子▽環境水道課課長補佐（都市整
備課都市整備係長）西畑博文▽環境水道
課環境保全係主幹（環境水道課課長補佐）
二宮利博▽環境水道課課長補佐（町民保
健課課長補佐兼戸籍住民係長）久寿米木
和明▽議会事務局局長補佐（議会事務局
係長）川野浩▽教育課課長補佐（環境水
道課課長補佐）財部一美▽教育課文化係
主幹（福祉課課長補佐）久保田理

【係長級】25人
総務企画課行政係副主幹（産業振興課農
業振興係副主幹）山本徹▽総務企画課職
員係副主幹（税務財政課資産税係）児玉
敏子▽総務企画課職員係副主幹（環境水
道課下水道係副主幹）上村とも子▽総務
企画課情報システム係副主幹（総務企画
課情報システム係）頴川宗一郎▽税務財
政課資産税係長（税務財政課資産税係）
上水幸一郎▽町民保健課国保年金係長
（町民保健課国保年金係副主幹）横田耕
ニ▽町民保健課戸籍住民係長（町民保健
課戸籍住民係）福永朋宏▽町民保健課健
康推進係長（町民保健課健康推進係副主
幹）今村剛▽町民保健課健康推進係副主
幹（町民保健課健康推進係）坂元のり子
▽町民保健課国保年金係副主幹（町民保
健課国保年金係）水久保美良子▽福祉課
児童福祉係長（教育課文化係長）松野良
保▽福祉課社会福祉係副主幹（環境水道
課環境保全係副主幹）杉田英子▽福祉課
社会福祉係長（町民保健課健康推進係）
斉藤美和▽産業振興課農業振興係長（産
業振興課畜産振興係長）白尾知之▽産業
振興課畜産振興係副主幹（税務財政課住
民税係副主幹）有村朋子▽産業振興課畜
産振興係長（産業振興課商工観光係長）
有川順一▽産業振興課農林整備係副主幹
（産業振興課畜産振興係）福田三男▽産
業振興課農林整備係長（環境水道課上水
道係）内村栄男▽都市整備課都市整備係
長（税務財政課資産税係長）上原雅彦▽
環境水道課下水道係長（環境水道課上水
道係長）園田春幸▽環境水道課上水道係
長（環境水道課上水道係）木下勝広▽教
育課学校教育係副主幹（福祉課児童福祉
係長）永山広美▽教育課生涯学習係副主
幹（総務企画課行政係副主幹）永吉美子
▽教育課生涯学習係副主幹（福祉課介護
高齢者係副主幹）楠見千穂子▽教育課文
化係副主幹（教育課文化係）南牟礼淳子

【一般】23人
総務企画課行政係（総務企画課付県派遣）
飛松誠一▽総務企画課職員係（総務企画
課行政係）児玉昭人▽総務企画課情報シ
ステム係（産業振興課農政係）下西志浩
▽総務企画課付（町民保健課国保年金係）
塩見和佳▽総務企画課付（教育課学校教
育係）高山真理▽総務企画課付県派遣（税
務財政課納税管理係）大岩根猛▽会計課
会計係（福祉課介護高齢者係）西山美紀
▽税務財政課財政係（福祉課介護高齢者
係）下石裕子▽税務財政課納税管理係（福
祉課社会福祉係）福永愛子▽税務財政課
納税管理係（教育課生涯学習係）金丸浩
介▽税務財政課資産税係（産業振興課農
業振興係）奥田朋美▽税務財政課資産税
係（会計課会計係）永山誠▽町民保健課
戸籍住民係（総務企画課付）王原由紀子
▽町民保健課健康推進係（総務企画課付）
森田直美▽福祉課介護高齢者係（教育課
生涯学習係）中村三和子▽産業振興課農
業振興係兼商工観光係（産業振興課商工
観光係）中村香織▽産業振興課商工観光
係（総務企画課職員係）瀬尾真紀▽産業
振興課商工観光係（産業振興課農林整備
係）山内和広▽産業振興課農政係（税務
財政課資産税係）黒木芳剛▽環境水道課
下水道係（総務企画課職員係）新原幸子
▽環境水道課上水道係（総務企画課情報
システム係）大崎俊英▽環境水道課上水
道係（環境水道課下水道係）下石賢史▽
教育課生涯学習係（税務財政課財政係）
川崎極
【退職者】6人
加藤いつえ（教育課）▽榎木たみ子（総
務企画課）▽筒井ヤスエ（教育課）▽石
崎良子（教育課）▽下沖敏子（町民保健課）
▽佐澤利郎（教育課）
【派遣期間満了】２年間
県庁文化財課（都市整備課課長補佐）矢
野雅博

新規採用の４人。左から田原、今村、新地、吉住。
よろしくお願いします。

三股町人事異動

新規採用４人
異動総数74人
町は4月1日、課長級5人、課長補佐級21人、
係長級25人、一般職23人、計74人の人事異動を
発令しました。詳細は次のとおりです。
※現職（前職）氏名の順、退職者は最終職

20
年
度
教
育
研
究
論
文
最
優
秀

濱
田 

久
光 

教
諭
（
三
股
小
）

最
優
秀
賞

三
股
小
学
校
教
諭　
　
　

濱
田　

久
光

優
秀
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
股
西
小
学
校
教
諭　
　

小
野
田
武
晃

優
良
賞　
　

三
股
小
学
校
教
諭　
　
　

黒
木　

賢
一

三
股
小
学
校
栄
養
教
諭　

宮
﨑　

珠
美

勝
岡
小
学
校
教
諭　
　
　

湯
地　

豊
和

勝
岡
小
学
校
教
諭　
　
　

宇
戸
田　

貢

梶
山
小
学
校
教
諭　
　
　

原　
　

圭
史

三
股
中
学
校
教
諭　
　
　

岩
倉　

博
文

入　

選
三
股
小
学
校
教
諭　
　
　

吉
村　

貴
樹

三
股
小
学
校
教
諭　
　
　

楠
本
香
世
子

三
股
小
学
校
講
師　
　
　

柏
田
富
美
代

三
股
小
学
校
講
師　
　
　

岡
本　

小
雪

勝
岡
小
学
校
教
諭　
　
　

渡
邉　

光
浩

梶
山
小
学
校
教
諭　
　
　

木
幡　

祐
子

梶
山
小
学
校
教
諭　
　
　

南
谷　

智
昭

宮
村
小
学
校
教
頭　
　
　

渡
邊　

聖

宮
村
小
学
校
教
諭　
　
　

川
越
三
紀
子

長
田
小
学
校
講
師　
　
　

鳥
取　

寛
史

三
股
西
小
学
校
教
諭　
　

大
﨑　

美
穂

三
股
西
小
学
校
教
諭　
　

後
藤　

清
隆

な
お
、
受
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。
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楽
し
く
学
校
生
活
を
送
り
な
が
ら
、

集
中
力
・
持
続
力
を
高
め
る
た
め
の

特
別
支
援
教
育
の
在
り
方

〜
児
童
へ
の
課
題
学
習
を
通
し
て
〜

三
股
町
立
三
股
小
学
校　

教
諭　

濱
田 

久
光

教 育 研 究 論 文
▼
� A

RT
IC

LE
 A

N
N

O
U

N
C

EM
EN

T 
▼

Ⅰ 

主
題
設
定
の
理
由

本
校
の
特
別
支
援
学
級
は
、
知
的
学
級
と
情
緒
学
級
が
あ

る
。今
年
度
は
特
別
支
援
情
緒
学
級
を
受
け
持
っ
て
４
年
目

に
な
っ
た
。現
在
、
男
女
２
人
の
児
童
を
指
導
し
て
い
る
が
、

２
人
と
も
し
だ
い
に
落
ち
着
い
て
学
校
生
活
を
送
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
２
人
に
対
し
て
は
、
１
日
の
生
活
の
流
れ
を
視

覚
的
に
提
示
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
毎
時
間
の
課
題
に
つ
い

て
も
で
き
る
だ
け
視
覚
で
と
ら
え
さ
せ
よ
う
と
提
示
し
て

き
た
結
果
、
児
童
自
ら
課
題
に
進
ん
で
挑
戦
し
て
い
く
姿
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２
人
の
３
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
、
１
年
目
は
児
童

が
学
校
で
落
ち
着
く
た
め
に
学
習
環
境
を
い
ろ
い
ろ
工
夫

し
て
き
た
。２
年
目
は
決
ま
っ
た
こ
と
を
繰
り
返
し
て
も
い

や
が
ら
な
い
と
い
う
特
性
を
生
か
し
て
、
苗
つ
く
り
や
プ
ラ

ン
タ
ー
へ
の
移
植
、
花
の
水
や
り
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。３

年
目
は
牛
乳
パ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
と
し
て
、
ハ
サ
ミ

で
牛
乳
パ
ッ
ク
を
切
り
開
く
作
業
を
朝
の
時
間
に
取
り
入

れ
た
。現
在
、
給
食
コ
ン
テ
ナ
室
で
全
児
童
の
牛
乳
仕
分
け

も
朝
の
時
間
に
行
っ
て
い
る
。
教
師
が
す
る
作
業
、
児
童
そ

れ
ぞ
れ
が
で
き
る
作
業
、
教
師
と
児
童
が
一
緒
に
行
う
作
業

な
ど
を
模
索
し
な
が
ら
楽
し
く
作
業
し
て
い
る
。

作
業
す
る
際
、
男
子
児
童
は
時
計
を
見
な
が
ら
活
動
し
て

い
る
。女
子
児
童
は
、時
計
は
見
て
い
る
が
、時
計
の
長
針
を

見
て
活
動
し
て
い
る
。女
子
児
童
の
伝
え
た
い
意
味
を
わ
た

し
は
理
解
で
き
る
が
、
ほ
か
の
人
が
理
解
す
る
の
は
難
し
い

と
い
う
こ
と
を
今
ま
で
も
わ
た
し
自
身
経
験
し
て
い
て
と

て
も
気
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
女
子
児
童
な
り
の
表
現
方
法
を
一
般
化
し
、
集

中
力
・
持
続
力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
の
就
労
へ

の
手
が
か
り
に
つ
な
が
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

と
考
え
本
主
題
を
設
定
し
た
。

Ⅱ 

研
究
の
実
際

時
計
の
読
み
取
り
、
計
算
機
を
使
っ
た
学
習
、
物
の
位
置

関
係
の
指
導
を
中
心
に
取
り
組
ん
だ
。

１ 

時
計
の
読
み
取
り
が

 

で
き
る
ま
で

⑴ 

め
く
り
式
時
計
カ
ー
ド
の
活
用

時
計
カ
ー
ド
は
、
表
に
時
計
の

挿
絵
が
あ
り
、
裏
に
時
刻
が
文
字

で
書
い
て
あ
る
。
児
童
は
課
題
の

始
め
と
終
わ
り
が
明
確
で
あ
れ
ば

集
中
す
る
。そ
こ
で
、カ
ー
ド
は
10

枚
に
限
定
し
て
始
め
た
。
最
初
は
、
覚
え
や
す
い
時
刻

に
し
た
。児
童
は
予
想
通
り
す
ぐ
に
覚
え
る
こ
と
が
で

き
た
。

⑵ 

め
く
り
式
時
計
カ
ー
ド
か
ら

　

 

時
計
学
習
プ
リ
ン
ト
へ
の
移
行

最
初
は
、
確
実
に
覚
え
て
い
る
１
時
、
２
時
と
30
分

な
ど
の
30
分
刻
み
時
刻
だ
け
に
絞
っ
た
。こ
の
種
の
問

題
は
確
実
に
習
得
し
て
い
っ
た
。

５
分
刻
み
の
プ
リ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
め
く
り
式
時

計
カ
ー
ド
か
ら
同
じ
時
刻
の
カ
ー
ド
を
見
付
け
て
解

答
し
て
い
た
。児
童
な
り
に
け
ん
命
に
解
決
し
よ
う
と

す
る
姿
に
、
わ
た
し
は
頭
を
な

で
た
り
拍
手
を
し
た
り
し
た
。

大
事
な
こ
と
は
、
児
童
の
す
る

こ
と
を
認
め
る
と
い
う
姿
勢
で

あ
る
と
思
っ
た
。

⑶ 

新
時
計
学
習
プ
リ
ン
ト
へ
の
移
行

め
く
り
式
時
計
カ
ー
ド
を
見
る
回
数
が
し
だ
い
に

減
っ
て
い
っ
た
の
で
、
そ
の
カ
ー
ド
を
隠
し
て
新
し
い

時
計
学
習
プ
リ
ン
ト
に
移
行
し
た
。
児
童
は
、
予
想
通

り
新
し
い
プ
リ
ン
ト
を
見
る
と
不
安
定
に
な
り
軽
い

パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
っ
た
。「
カ
ー
ド
、
カ
ー
ド
！
」
と

隠
し
た
カ
ー
ド
を
要
求
し
た
が
、「
カ
ー
ド
は
壊
れ
た

よ
（
な
く
な
っ
た
と
い
う
意
味
）」
と
伝
え
る
と
、
め
く

り
式
時
計
カ
ー
ド
を
あ
き
ら
め
て
新
時
計
学
習
プ
リ

ン
ト
を
始
め
た
。プ
リ
ン
ト
の
問
題
を
一
緒
に
解
い
て

い
く
と
、「
先
生
、
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
て
解
答

を
求
め
た
。
こ
こ
で
、
児
童
が
難
し
い
と
思
っ
て
い
た

の
は
、
長
針
の
読
み
方
で
は
な
く
て
短
針
の
読
み
方
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
短
針
が
読
め
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
次
の

手
立
て
を
と
っ
た
。

こ
の
方
法
を
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
、
最
初
に

線
を
引
い
た
数
字
が
短
針
の
時
刻
で
あ
る
と
理
解
で

き
た
。９
割
は
確
実
に
正
解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
パ

ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
て
も
一
つ
ず
つ
て
い
ね
い
に
進
め
た
。

何
回
も
繰
り
返
し
て
い
く
う
ち
に
、「
今
、
何
時
で
す

か
」
と
尋
ね
る
と
、「
10
時
55
分
で
す
」
と
時
刻
を
通
し

て
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２ 

計
算
機
を
活
用
し
た
学
習
の
工
夫

児
童
は
具
体
物
同
士
の
対
応
は
得
意
と
す
る
が
、
具
体

物
と
数
字
と
の
対
応
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
買
い
物
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
数
を
認

識
し
計
算
で
き
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。そ
こ
で
、
計

算
機
が
使
え
る
ま
で
の
手
立
て
を
次
の
よ
う
に
進
め
た
。

⑴ 

め
く
り
式
数
カ
ー
ド
の
活
用

こ
れ
ま
で
の
学
習
か
ら
、
め
く
り

式
数
カ
ー
ド
で
●
と
数
字
の
関
係

を
確
認
し
て
い
る
こ
と
を
経
験
し

て
い
た
。

⑵ 

10
ま
で
の
足
し
算
が 

で
き
る
ま
で
の
手
立
て

児
童
は
、
プ
リ
ン
ト
で
次
の
よ
う
に
学
習
し
た
。「
●

●
」
＋
「
●
●
●
」
＝
「
５
」
と
、
●
を
数
え
な
が
ら
10

ま
で
の
足
し
算
を
習
得
し
た
。そ
し
て
、
数
だ
け
の
プ

リ
ン
ト
を
さ
せ
る
と
、
今
ま
で
学
習

し
た
●
を
数
え
る
方
法
で
解
い
た
。

⑶
１
０
０
ま
で
の
足
し
算
が
で
き
る
ま
で
の
手
立
て

10
ま
で
の
足
し
算
と
同
様
に
進
め
た
こ
と
で
児
童

は
計
算
が
で
き
て
、
持
続
力
や
集
中
力
が
身
に
付
い
て

き
た
。し
か
し
、
最
初
は
喜
ん
で
学
習
プ
リ
ン
ト
の
枚

数
を
処
理
し
て
い
た
が
、
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
知
っ

た
児
童
は
、
プ
リ
ン
ト
の
枚
数
を
減
ら
す
こ
と
で
作
業

時
間
を
短
く
し
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
、
児
童
が
数
に
興

味
を
持
ち
持
続
力
・
集
中
力
が
つ
い
た
今
、
そ
の
気
持

ち
が
途
切
れ
な
い
よ
う
に
計
算
機
を
使
っ
た
学
習
へ

と
転
換
し
た
。今
で
は
計
算
機
の
学
習
を
好
ん
で
い
る
。

３ 

物
の
位
置
関
係
が
理
解
で
き
る
ま
で
の
手
立
て

児
童
は
視
力
検
査
の
記
号
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
に
視
力
検
査
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
物

の
位
置
関
係
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ

る
。そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
手
立
て
を
と
っ
た
。

⑴ 

視
力
検
査
記
号
の
活
用

記
号
の
読
み
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
め

く
り
式
検
査
記
号
カ
ー
ド
（
上
、

下
、左
、右
の
ふ
り
が
な
を
つ
け
た

カ
ー
ド
）
を
毎
日
読
む
よ
う
に
し

た
。次
に
、視
力
検
査
プ
リ
ン
ト
を

活
用
し
て
、
１
年
後
に
は
視
力
検

査
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
あ
き
ら
め
ず
に
続
け

た
結
果
で
あ
る
。

⑵ 

位
置
関
係
の
挿
絵
プ
リ
ン
ト
の
活
用

さ
ら
に
、
位
置
関
係
を
確
実
に
し
、
生
活
に
役
立
た

せ
る
た
め
に
、「
い
す
、
こ
た
つ
、
テ
ー
ブ
ル
、
た
ん
す
」

の
挿
絵
を
見
て
「
い
す
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
」
と
い

う
問
い
に
答
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。「
う
え
」
の
位
置

関
係
を
１
カ
月
掛
か
っ
て
習
得
し
た
が
、
ほ
か
の
位
置

関
係
に
つ
い
て
も
、
粘
り
強
く
指
導
し
て
い
け
ば
必
ず

習
得
で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
。

Ⅲ 

研
究
の
成
果
と
課
題

児
童
の
実
態
に
応
じ
て
細
か
に
、
し
か
も
粘
り
強
く
指

導
し
た
結
果
、
時
計
の
時
刻
が
言
え
る
よ
う
に
な
り
、
計
算

機
を
使
っ
て
計
算
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
物
の
位
置
関
係

が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
し
て
、
集
中
力
や
根
気
強
さ

が
身
に
付
い
て
、
楽
し
く
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
児
童
を
自
立
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
保
護
者
と
親
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
学
習
の
工
夫
改

善
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

Ⅳ 

論
文
を
終
え
て

研
究
を
進
め
る
こ
と
で
、
児
童
の
実
態
把
握
の
大
切
さ
を

再
確
認
し
た
。ま
た
、
毎
時
間
、
花
丸
を
あ
げ
た
り
、
頭
を
な

で
た
り
、
拍
手
を
し
た
り
し
て
、
賞
賛
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
。

そ
の
繰
り
返
し
と
時
間
を
掛
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
実
に

児
童
が
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
た
。児
童
の
成
長

が
わ
た
し
に
と
っ
て
一
番
の
幸
せ
で
あ
り
喜
び
で
あ
る
。

最
後
に
保
護
者
か
ら
お
便
り
が
届
い
た
の
で
承
諾
を
得

て
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
温

か
い
理
解
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

〈参考文献〉　（１） 太田昌孝・長井洋子 編著（２００４）  認知発達治療の実践マニュアル「自閉症のStage別発達課題」日本文化社 　（２） 佐々木正美・宮原一郎 著者（２００４） 自閉症児のための絵で見る構造化 学研

めくり式時計カード（表と裏）

時計学習プリント

①�赤ペンで中心から12時に
赤線を引く。（12時５分〜
12時55分の場合）

②�中心から１時に赤線を引く。
③�赤線と赤線の間（扇形）を
斜線で塗りつぶす。

④�斜線の中には、短針が収
まっているかどうかを確認
する。

⑤�最初に引いた数字12を●
で塗りつぶす。プリント めくり式数カード

視力検査記号カード視力検査表

「
自
閉
症
の
子
ど
も
た
ち
は
、
話
を
聞
く
こ
と
（
耳
か
ら
の
指
示
）

が
苦
手
で
す
の
で
、
目
か
ら
入
る
指
示
（
情
報
）
は
、
と
て
も
重
要

な
こ
と
で
す
。先
生
の
よ
う
に
、絵
や
写
真
そ
し
て
文
字
を
使
っ
て

指
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、見
通
し
が
つ
き
、理
解
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
安
心
感
に
つ
な
が
り
、
ス
ム
ー
ズ

に
学
習
で
き
る
の
で
す
。こ
の
子
た
ち
に
は
、目
で
見
て
伝
え
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
生
活
し
て
い
く
う
え
で
、
学
校
以
外
で
も

理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
」

（３）服巻茂 著者（２００４）  見える形でわかりやすく「TEACHにおける視覚的構造化と自立課題」

〈
原
文
の
ま
ま
掲
載
〉
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町内外から多くの参加者が集まった本大会。
子どもたちの力走には会場もヒートアップ

1�広報みまた �009.4 1�

上：元気いっぱいの選手宣誓をした
�新地楓さん（三股中）

中：講習会では旭化成の選手たちと
�ランニング

下：招待された旭化成チームの西村コーチ、
�足立選手、豊後選手（左から）

「
こ
の
受
章
は
励
み
に
な
り
ま
す
。三
股
は
心

の
ふ
る
さ
と
。
三
股
で
体
験
し
た
こ
と
、
そ

し
て
地
域
の
歴
史
を

ず
っ
と
残
し
た
い
と

思
い
ま
す
」

町
の
歴
史
研
究
、
著
書
の
自
費

出
版
を
し
て
い
る
桑
畑
初
也
さ
ん

（
74
）が
、
内
閣
府
か
ら「
エ
イ
ジ

レ
ス
章
」を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
自
由
で
い
き
い
き
と
し

た
人
生
を
送
っ
て
い
る
高
齢
者
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
、
桑
畑
さ
ん
は

平
成
12
年
か
ら
毎
年
１
冊
ず
つ
本

を
出
版
し
て
い
ま
す
。

本
の
内
容
は
町
の
歴
史
や
民
俗

的
な
生
活
体
験
な
ど
、
桑
畑
さ
ん

の
郷
土
へ
の
愛
情
を
つ
づ
っ
た
も

の
ば
か
り
。現
在
、10
冊
目
と
な
る

自
身
の
体
験
談
を
執
筆
中
で「
再

来
年
は
方
言
を
取
り
上
げ
た
い
」

と
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

エ
イ
ジ
レ
ス
章
に
桑
畑
初
也
さ
ん

町
の
歴
史
研
究
で
著
書
９
冊

桑
畑
初
也
さ
ん

３
月
８
日
、
第
８
回
チ
ャ
レ
ン

ジ
Ｒ
ｕ
ｎ
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

（
同
実
行
委
員
会
、
町
教
育
委
員

会
ほ
か
主
催
）が
ふ
れ
あ
い
中
央

広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
本
大
会
。
今
回
は
町

制
施
行
60
周
年
記
念
大
会
と
し
て
、

旭
化
成
陸
上
部
の
西
村
功
コ
ー
チ
、

足
立
知
弥
選
手
、
豊
後
友
章
選
手

を
招
待
し
ま
し
た
。

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」に
は
46
人
が
参

加
。
ふ
れ
あ
い
中
央
広
場
か
ら
上

米
公
園
ま
で
の
往
復
５
㌔
コ
ー
ス

を
歩
き
ま
し
た
。

上
米
公
園
で
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
を
囲
む
遊
歩
道
を
散
策
し
、

草
花
の
新
芽
を
見
つ
け
た
り
し
て
、

春
の
息
吹
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｒ
ｕ
ｎ
」

は
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
、
距

離
・
性
別
・
年
代
別
と
い
っ
た
種

目
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を

加
え
た
35
種
目
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
自
己
新
記
録
を
狙

う
人
や
ペ
ア
で
完
走
を
目
指
す
人

な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
ゴ
ー
ル
前
で
は
、

接
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
場
面
も

あ
り
、
沿
道
の
観
客
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
旭
化
成
の
足
立
選
手
と

豊
後
選
手
も
参
加
者
と
併
走
し
ま

し
た
。

種
目
別
の
優
勝
は
次
の
と
お
り

で
す（
敬
称
略
）。

【
男
子
】

◦
小
学
生
２
㌔

（
１
年
）荒
木
勇
太（
２
年
）丸

野
順
輝（
３
年
）上
村
友
翼（
４

年
）野
口
嘉
陽（
５
年
）國
分
康

平（
６
年
）月
野
誠
也

◦
中
学
生

（
１
年
３
㌔
）國
分
翔
太（
２
年

３
㌔
）山
田
礼
輝（
３
年
３
㌔
）

嶽
直
樹（
１
年
５
㌔
）津
曲
翔

太（
２
年
５
㌔
）中
堂
園
良
輔

（
３
年
５
㌔
）田
中
君
幸

◦
一　
般

（
39
歳
以
下
５
㌔
）鬼
塚
洋
一

郎（
同
10
㌔
）坂
元
成
太（
40
歳

代
５
㌔
）広
畑
俊
一（
同
10
㌔
）

早
田
雅
彦（
50
歳
代
３
㌔
）今

西
勇
次（
同
５
㌔
）田
中
深（
50

歳
以
上
10
㌔
）外
薗
弘
志（
60

歳
以
上
３
㌔
）川
添
時
義（
同

５
㌔
）中
村
新

【
女
子
】

◦
小
学
生
２
㌔

（
１
年
）香
川
美
月（
２
年
）松

岡
杏（
３
年
）山
元
萌
子（
４

年
）中
前
日
菜
子（
５
年
）赤
崎

加
奈（
６
年
）前
田
千
愛
美

◦
中
学
生

（
１
年
３
㌔
）福
永
彩
夏（
２
年

３
㌔
）新
地
楓（
１
年
５
㌔
）西

谷
美
香（
２
年
５
㌔
）吉
田
紫

苑
◦
一　
般

（
39
歳
以
下
５
㌔
）福
丸
桃
子

（
50
歳
代
３
㌔
）玉
田
ゆ
み
子

（
50
歳
以
上
５
㌔
）菊
地
ヒ
メ

◦
フ
ァ
ミ
リ
ー
２
㌔

東
崇
志
・
七
海
フ
ァ
ミ
リ
ー

還暦記念として出場し
て孫も応援に来てくれ
ました。完走できて気持
ちよかった。来年も挑戦
したいと思います。

新城 孝一 さんと
堀内 京迦 ちゃん（孫）

10㌔参加者 interview

in
三
股

ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン

チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｒ
ｕ
ｎ
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
総
勢
３
８
８
人
が
挑
戦
！

エ
イ
ジ
レ
ス
章
受
章

「
こ
う
い
う
活
動
が
も
っ
と
広
が
っ
て
、
環
境

問
題
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
て
ほ
し
い
。子

ど
も
た
ち
に
よ
り
よ

い
環
境
を
残
し
て
あ

げ
た
い
と
思
い
ま
す
」

３
月
10
日
、
町
は
ク
リ
ー
ン
ヒ

ル
み
ま
た
で「
生
活
排
水
対
策
講

習
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
河
川
浄
化
、
ご
み
減
量

化
対
策
の
一
環
で
、
身
近
な
環
境

問
題
に
対
す
る
住
民
の
意
識
高
揚

を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

本
会
で
は
、
家
庭
で
の
生
ご
み

減
量
に
役
立
つ
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
の
作

り
方
を
実
技
講
習
。
講
師
の
福
重

延
子
さ
ん（
蓼
池
）が
、参
加
者
約

20
人
に
て
い
ね
い
に
そ
の
作
り
方

を
伝
授
し
ま
し
た
。
福
重
さ
ん
は

「
近
所
の
皆
さ
ん
に
作
り
方
を
教

え
て
、
ご
み
減
量
の
輪
を
広
げ
ま

し
ょ
う
」と
訴
え
ま
し
た
。

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
つ
く
ろ
う
！

ご
み
減
量
化
講
習
会

二
見
孝
子
さ
ん

（
新
馬
場
）

参
加
者

３
月
８
日
、
第
８
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｒ
ｕ
ｎ
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

（
同
実
行
委
員
会
、
町
教
育
委
員
会
ほ
か
主
催
）が

ふ
れ
あ
い
中
央
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小さな子どもたちも参加
したファミリージョギン
グ。ほほえましい光景に沿
道からは拍手のウウェー
ブが巻き起こっていた
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イ
ー
ス
タ
ー（
キ
リ
ス
ト
の
復
活
を
祝

う
祭
り
）は
、
今
年
は
４
月
12
日
に
あ
り

ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
イ
ー
ス
タ
ー
の
朝

に
は
イ
ー
ス
タ
ー
バ
ニ
ー
が
イ
ー
ス
タ
ー

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
。

イ
ー
ス
タ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
、
お
菓
子
が

い
っ
ぱ
い
入
っ
た
か
わ
い
い
か
ご
の
こ
と

で
、
中
に
は
、
ヒ
ヨ
コ
形
の
マ
シ
ュ
マ
ロ

や
ウ
サ
ギ
形
の 

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
入
っ

て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
毎
年
、
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
祝
い
の
た
め

に
、
ゆ
で
卵
に
色
や
飾
り
を
付
け
た
イ
ー

ス
タ
ー
エ
ッ
グ
を
作
り
、
そ
れ
を
庭
の
い

ろ
い
ろ
な
場
所
に
隠
し
ま
す
。
そ
し
て
、

イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
ハ
ン
ト
を
し
ま
す
！

一
番
多
く
の
卵
を
探
し
た
人
が
勝
ち
で
す
。

イ
ー
ス
タ
ー
は
、
と
て
も
楽
し
い
春
の
祭

り
で
す
。
皆
さ

ん
は
、
ど
の
よ

う
に
春
を
迎
え

て
い
ま
す
か
？

交通事故は
もうたくさん

そ
の
日
は
夕
方
か
ら
仕
事
関
係
の
会
合
が

あ
り
、
そ
の
後
、
宴
会
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
わ
た
し
は
当
然
の
よ
う
に
、
そ
の

会
合
、
宴
席
に
車
を
運
転
し
て
行
き
ま
し
た
。

い
つ
も
の
よ
う
に
ビ
ー
ル
、
お
酒
な
ど
を
飲

み
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、い
つ
も
の
よ
う
に
２
次
会
、３

次
会
へ
と
流
れ
て
行
っ
た
の
で
し
た
。

わ
た
し
は
地
方
に
住
ん
で
お
り
、
車
は
唯

一
の
交
通
手
段
で
あ
り
、
生
活
に
は
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
し
た
。
当
然
、
飲

酒
運
転
は
日
常
茶
飯
事
で
し
た
。

飲
酒
運
転
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
分
か
っ
て
い
な
が
ら
事
故
さ
え
起
こ

さ
な
け
れ
ば
い
い
、
検
問
に
ひ
っ
か
か
ら
な

け
れ
ば
い
い
の
だ
と
い
う
こ
と
ば
か
り
に
意

識
が
い
き
、
飲
酒
運
転
の
違
法
性
は
す
で
に

忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
し
た
。
カ
ー
ブ

の
多
い
山
道
で
し
た
が
、
夜
も
遅
く
車
の
通

行
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
、
自
然
に
ス

ピ
ー
ド
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
大
き
な

カ
ー
ブ
に
さ
し
か
か
っ
た
時
、
対
向
車
の
ラ

イ
ト
が
見
え
ま
し
た
が
、
減
速
す
る
こ
と
な

く
魔
の
カ
ー
ブ
に
入
っ
て
行
き
ま
し
た
。

そ
の
瞬
間
、
起
こ
る
べ
く
し
て
対
向
車
と

正
面
衝
突
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
す
ぐ

に
自
分
の
車
が
対
向
車
線
に
は
み
出
し
て
衝

突
し
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
酒
に
酔
っ
て

い
て
ハ
ン
ド
ル
操
作
が
遅
れ
た
た
め
で
、
家

族
の
こ
と
が
頭
に
浮
か
び
ま
し
た
。

わ
た
し
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
た

し
、エ
ア
バ
ッ
グ
も
作
動
し
た
の
で
右
足
を
骨
折

し
た
程
度
で
済
み
ま
し
た
が
、
相
手
の
方
の
安

否
が
気
が
か
り
で
し
た
。
通
り
か
か
っ
た
人
が

救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
り
、
病
院
に
運
ば
れ

ま
し
た
が
、
非
常
に
危
険
な
状
態
で
あ
る
こ
と

を
聞
か
さ
れ
目
の
前
が
真
っ
暗
に
な
り
ま
し
た
。

時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
大
変
な
こ
と
を
し

て
し
ま
っ
た
と
い
う
後
悔
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、次
の
日
の
朝
、被

害
者
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
夢
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
ど
こ
か
に
逃
げ

出
し
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

被
害
者
の
方
は
ま
だ
26
歳
と
い
う
若
さ
で
、

幼
い
子
ど
も
と
奥
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
遺
族
の
方
に
は
、
想
像
で
き

な
い
ほ
ど
の
悲
し
み
や
辛
さ
を
与
え
て
し
ま
っ

た
の
で
し
た
。

わ
た
し
は
殺
人
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

１
カ
月
後
、
退
院
し
て
事
故
後
初
め
て
ご
遺

族
の
方
に
お
わ
び
に
伺
い
ま
し
た
。
ご
遺
族
の

方
の
悲
し
み
を
目
の
当
た
り
に
し
、
激
し
い
怒

り
の
言
葉
に
た
だ
た
だ
頭
を
下
げ
る
こ
と
し

か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
の
罪
も
な
い
幸

せ
な
家
庭
を
、
わ
た
し
の
浅
は
か
さ
が
奪
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。
幼
い
子
ど
も
か
ら
父
親
を

奪
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
わ
た
し
が
い
く
ら

罪
の
償
い
を
し
て
も
、
ど
ん
な
に
反
省
し
て
も

被
害
者
の
方
の
命
は
二
度
と
戻
っ
て
こ
な
い
の

で
す
。

Ｔ
・
Ｎ　

38
歳　

会
社
役
員

非
常
識
な
心

事
故
か
ら
２
年
た
ち
ま
す
が
、
自
分
の
心

が
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
ま
と
も
に
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
心
の
苦
し
み
が
大
き
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
飲
酒
運
転
を
し
て
は

い
け
な
い
と
い
う
誰
で
も
知
っ
て
い
る
こ
と
、

誰
に
で
も
で
き
る
簡
単
な
こ
と
を
ど
う
し
て

自
分
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
う

と
、
非
常
に
残
念
で
悔
や
ま
れ
る
か
ら
で
す
。

こ
の
簡
単
な
こ
と
、
常
識
さ
え
持
っ
て
い

れ
ば
被
害
者
の
方
の
命
を
奪
う
こ
と
も
な
く
、

遺
族
の
方
に
深
い
悲
し
み
を
与
え
る
こ
と
も

な
か
っ
た
の
で
す
。
自
分
の
両
親
、
妻
、
娘

た
ち
に
辛
く
苦
し
い
思
い
を
さ
せ
る
こ
と
も

な
か
っ
た
の
で
す
。
す
べ
て
は
わ
た
し
の
非

常
識
が
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
事
件
な
の
で
す
。

今
現
在
、
飲
酒
運
転
を
し
て
は
い
け
な
い

と
い
う
常
識
的
な
こ
と
を
頭
で
理
解
す
る
の

で
な
く
、
心
で
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、気
付
く
の
が
遅
す
ぎ
た
の
で
す
。こ

の
罪
は
消
え
る
こ
と
が
な
い
の
で
す
。
被
害

者
の
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

交
通
事
故（
人
身
）発
生
ワ
ー
ス
ト
◎
県
内
11
位
／
平
成
20
年
１
月
31
日
現
在
（
28
市
町
村
中
）※
ワ
ー
ス
ト
…
悪
い
方
か
ら
の
順
位

※ 贖いとは、罪を償うという意味。
ここに掲載してある手記は、交通事故を引き
起こして刑務所で罪の償いをしている人たち
の懺

ざ ん げ

悔の記録です。
一瞬の過ちによって、家族、恋人、友人な
ど親しき人々から隔絶され、自ら犯した罪を
反省している様子が文脈の端端から伝わっ
てきます。
このような悲惨な事故を引き起こさないよう、
心の戒めにしていただきたいと思います。

〔㈶東京交通安全協会提供〕

イ
ー
ス
タ
ー

キャレン・ブラウン

Culture

Library
◎問い合わせ
三股町立図書館
〒889 ─1901 三股町大字樺山3406─8

TEL.51-3200 FAX.51-3751

◎問い合わせ
三股町立文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2

TEL.51-3462 FAX.51-3561

西
藤
大
信 featuring TO

K
U

２
月
21
日
、『
西
藤
大
信 featuring 

T
O

K
U

』を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
世
界
的
に
活
躍
し
て
い
る
西
藤

大
信
さ
ん（
ギ
タ
ー
）と
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
さ
ん（
フ

リ
ュ
ー
ゲ
ル
ホ
ー
ン
・
う
た
）を
含
め
た
４

人
の
ゲ
ス
ト
の
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

本
コ
ン
サ
ー
ト
は
開
催
日
３
日
前
に
は
チ

ケ
ッ
ト
が
完
売
す
る
ほ
ど
の
人
気
で
、
県
内

は
も
ち
ろ
ん
、
県
外
か
ら
の
来
場
者
も
多
く
、

当
日
に
は
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
を
す
る
人
も
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

本
番
で
はQ

U
IN

T
ET

T
O

（
五
重
奏
）の

迫
力
あ
る
演
奏
が
、
ま
る
で
異
空
間
を
思
わ

せ
る
よ
う
な
空
気
に
会
場
全
体
を
包
み
込
み
、

観
客
も
手
や
足
で
リ
ズ
ム
を
取
る
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
方
で
ジ
ャ
ズ
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
演
奏
途
中
に
は「
こ
こ
で
し
か
聞

け
な
い
裏
話
」な
ど
の
ト
ー
ク
も
あ
り
、
多

彩
な
内
容
で
観
客
を
魅
了
し
た
コ
ン
サ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。

紙
ふ
う
せ
ん
コ
ン
サ
ー
ト

３
月
１
日
、『
紙
ふ
う
せ
ん
コ
ン
サ
ー
ト
』

を
開
催
し
ま
し
た
。

１
９
６
０
年
代
に
活
躍
し
た
フ
ォ
ー
ク
グ

ル
ー
プ「
赤
い
鳥
」を
前
身
と
し
た
後
藤
悦
治

郎
さ
ん
と
平
山
泰
代
さ
ん
の
２
人
で
結
成
し

た「
紙
ふ
う
せ
ん
」の
本
コ
ン
サ
ー
ト
。
会
場

は
昨
年
行
わ
れ
た
山
崎
ハ
コ
コ
ン
サ
ー
ト
と

同
じ
よ
う
な
演
出
で
、
最
前
列
の
観
客
と
ス

テ
ー
ジ
ま
で
が
と
て
も
近
く
、
ラ
イ
ブ
感
あ

ふ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

２
人
が
奏
で
る
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
曲

間
に
は
、
関
西
弁
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
軽
快

な
ト
ー
ク
も
あ
り
、
場
内
か
ら
は
笑
い
声
も

あ
ふ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、代
表
曲「
翼
を
く
だ
さ
い
」を
三
股

西
小
合
唱
部
と
一
緒
に
歌
い
、
子
ど
も
た
ち

の
元
気
な
歌
声
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡

り
ま
し
た
。

公
演
の
最
後
に
は
予
定
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
ア
ン
コ
ー
ル
ま
で
行
わ
れ
、
盛
大
な
拍
手

の
渦
の
中
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

（
４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
ま
で
）

お
は
な
し
と
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、「
お
は
な
し
と
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
」を

文
化
会
館
で
５
月
10
日（
日
）午
後
２
時
か
ら

開
催
し
ま
す
。
出
演
は
、｢

小
さ
な
音
楽
会｣

と「
劇
団
こ
ふ
く
劇
場
」で
す
。
音
楽
に
合
わ

せ
た
お
は
な
し
や
劇
な
ど
、
家
族
み
ん
な
で

楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
入
場
は
無
料

で
す
が
、
整
理
券
が
必
要
で
す
。
図
書
館
の

窓
口
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

　

お
は
な
し
会

４
月
25
日（
土
）26
日（
日
）の
２
日
間
、午

前
10
時
30
分
か
ら
と
午
後
２
時
か
ら
、
図
書

館
の
職
員
が「
お
は
な
し
会
」を
行
い
ま
す
。

紙
コ
ッ
プ
を
使
っ
た
お
は
な
し
や
、
楽
し
い

絵
本
を
た
く
さ
ん
読
み
ま
す
。

　

貸
出
体
験

４
月
23
日
か
ら
４
月
30
日
ま
で
、
小
学
生

以
下
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
家
族
で
借
り

る
本
を
自
分
で
貸
出
処
理
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
貸
出
体
験
の
窓
口
を
用
意
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

読
み
聞
か
せ
講
座

３
月
８
日（
日
）に
開
催
し
ま
し
た
。
講
師

の
田
部
外
美
さ
ん
は
、
延
岡
で
読
み
聞
か
せ

や
昔
ば
な
し
の
語
り
な
ど
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
と
本
を
つ
な
ぐ
た
め
に
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
体
験
談
を
交
え
な
が
ら
分

か
り
や
す
く
説
明
し
、
た
く
さ
ん
の
絵
本
を

紹
介
し
ま
し
た
。

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
活
動

三
股
小
学
校
の
６
年
生
９
人
が
図
書
館
の

仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。
返
却
さ
れ
た
本
を

ふ
い
た
り
、
本
棚
に
戻
し
た
り
の
作
業
を
子

ど
も
た
ち
は
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

図
書
館
に
は
い
ろ
ん
な
仕
事
が
あ
る
こ
と
を

学
ん
で
帰
り
ま
し
た
。

■�

休
館
案
内（
21
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

月
曜
日（
祝
日
の
時
は
そ
の
翌
日
）・
祝

日
・
年
末
年
始（
12
月
28
日
〜
１
月
４

日
）・
第
３
水
曜
日（
館
内
整
理
日
）・
館

内
資
料
一
斉
点
検（
年
１
回
15
日
以
内
）

三股西小合唱部と「 翼をください 」を歌った「 紙ふうせん 」

迫力の五重奏で会場を魅了した「 西藤大信 」

本の貸し出しや返却、配架作業を体験した三股小６年生の皆さん

田部さんの体験談や絵本の紹介があった「 読み聞かせ講座 」

Easter
Bunny

Spring

has
Come!



■お知らせ

Mimata Information

● 問い合わせ：三股町役場 　TEL 52－1111㈹　FAX 52－4944

1�広報みまた �009.4 1�

椎八重公園　つつじまつり
４月18日（土）〜30日（木）
６万本のクルメツツジ

■期間中のイベント＝
◎オープニングセレモニー
４月18日（土）午前10時30分〜
①�「みやざき花の女王」による花の苗
プレゼント

②ツツジの苗木プレゼント
◎三股町物産展
４月18日（土）〜19日（日）
午前10時〜午後４時
◎ガーデニング教室
４月22日（水）
シャクナゲ…午前10時30分〜
ツツジ………午後１時30分〜
※雨天の場合は翌23日（木）に延期

◦定　員　　各25人
◦参加料　　１人500円
◦申し込み　会場事務所で当日受付
※先着順。定員になり次第締め切ります。
早馬神社　早馬まつり
４月29日（水）（昭和の日）
盆地の二大祭！

■会場＝早馬神社境内周辺（ステージ・
剣道大会・生け花・野点）、武道体育館
（柔道大会）、弓道場（弓道大会）、四

半的弓道場（四半的大会）ほか
■内容＝郷土芸能（ジャンカン馬踊り・
棒踊りほか）、ステージ（文化協会・中
学校吹奏楽部ほか）など

しゃくなげの森 しゃくなげ花祭り
5月10日（日）まで
世界のシャクナゲ500種3万本！

■問い合わせ
��町観光協会�事務局（産業振興課内）
　☎52−1111（内線355）

今年も宮崎の春を彩るフラワーフェス
タの季節がやってきます。第42回を迎え
る今回のフラワーフェスタは、３月14日
（土）から５月10日（日）の58日間、宮
崎市青島の「こどものくに」をメイン会場
とするフラワーフェスタ10会場、観光施
設はもとより個人宅のオープニングガー
デン、沿道や展望所などの花の名所やボ
ランティアで植栽された花壇など、合計
県内153の会場で行っています。
各会場のキーワードを集めて参加する
「フラワーラリー」を今年も実施します。
各会場を回って、花をお楽しみいただき、
豪華賞品が当たる抽選に参加できるとい
う企画になっていますので、ふるってご
参加ください。
■期間＝５月10日（日）まで　
■会場＝こどものくに、県立青島亜熱帯
植物園、フローランテ宮崎、西都原古
墳群、花立公園、母智丘公園、生駒高
原、椎八重公園、延岡植物園、牧水公
園、ほかフラワーラリー会場、オープ
ンガーデン会場
■問い合わせ

　花とみどりのみやざきづくり
　推進協議会事務局
　宮崎県　みやざきアピール課
　☎0985−26−7530
　みやざき観光コンベンション協会
　☎0985−26−6100
　http://www.kanko-miyazaki.jp

宮崎の春の訪れを告げる「フラワー
フェスタ2009」が、「こどものくに」をメ
イン会場に開催されます。メイン会場の
お得な入場前売券を販売していますので、
購入を希望する人は、役場の案内係また
は産業振興課でお求めください。
■前売り券＝
大人券（高校生以上）
　………一枚600円（当日800円）
子ども券（４歳〜中学生）
　………一枚300円（当日400円）
■前売り期間＝５月８日（金）まで
※売り切れの場合はご了承ください。
■問い合わせ
　町観光協会事務局（産業振興課内）
　☎52−1111（内線355）

｢2009年�感動の旅�沖永良部島へ!｣
小学生国内派遣団員募集
町内の小学生を沖永良部島に派遣し、
ホームステイや交流・自然体験を通して
異文化理解を深め、広い視野をもつ青少
年の育成を図る目的で実施します。

現地の祭りに参加

■派遣先＝鹿児島県沖永良部島
■派遣期間＝

三股の春まつり

みやざきフラワーフェス
タ」メイン会場入場前
売券の販売について

｢み

７月29日（水）〜８月３日（月）（予）
　（５泊６日）
■内容＝文化学習、体験学習、自然体験、�
視察、交流など
■募集人員＝30人（町内小学校６年生）
■参加費＝１人あたり３万円程度
■募集期限＝５月７日（木）まで
※�日程ほか、諸事情により計画を変更す
る場合があります。
■申し込み・問い合わせ
　教育課　生涯学習係
　☎52−1111（内線434）
｢2009年　大自然と感動いっぱいの
オーストラリアへ!｣
中学生高校生海外派遣団員募集

カンガルーも出迎える貴重体験！

町内の中学生、高校生を海外に派遣し、
訪問国でのホームステイや青少年との交
流を通じて、異文化理解を深めるととも
に、広い視野と豊かな国際感覚を身に付
け、国際化にふさわしい青少年の育成を
図る目的で実施します。
なお、国際情勢の動向によっては事業
計画を中止することもあります。
■派遣先＝オーストラリア・ブリスベン
■派遣期間＝
８月17日（月）〜8月25日（火）（予）

（夏休み期間中の８泊９日）
■内容＝ホームステイ、現地校での英語
研修、参観活動など
■募集人員＝選考のうえ、決定（三股中
学校生徒と町内に住所がある高校生）
■参加費＝１人あたり12万円程度
　�（パスポート発行手数料、ビザ申請手
数料、旅行傷害保険料、疾病または事
故による治療費や入院費、そのほか個
人的経費は個人負担です）
■募集期限＝５月７日（木）まで

※�正式に決定次第、中央公民館、町体育
館などにポスターを掲示します。
■申し込み・問い合わせ
　教育課　生涯学習係
　☎52−1111（内線434）

〜平成21年度の学生納付特例申
請の受け付けが始まりました〜
学生納付特例制度は、収入のない学生
が申請をして承認されると、「在学期間中
の国民年金保険料を後払いできる」仕組
みです。この特例を希望する人は、国保
年金係（③番窓口）に届け出てください。
■必要なもの＝
◦�学生であることを確認できるもの
（在学証明書や学生証の写しなど）
◦年金手帳
◦�印かん（認印で可・申請者本人が自
署する場合は必要ありません）

※この届け出は毎年度必要です。
■申請期間＝
平成22年４月30日（金）まで
※�学生納付特例の申請が遅れたり、過去
に未納の期間があったりすると、不慮
の事故や病気による障害について、障
害基礎年金を受け取ることができな
い場合があります。そのため、今年度
の申請は5月29日（金）までに申請さ
れることをおすすめします。
■問い合わせ
　町民保健課　国保年金係
　☎52−1111（内線113）

３月２日（月）の燃やせないごみ収集
中に火災が発生しました。ごみステー
ションに出されたごみの積み込み作業中
に、破裂音がして火災が発生、消防や近
所の人の協力で一部のごみが燃えただけ
で消火することができました。ごみ収集
車やリサイクルプラザの火災に発展せず
にほっとしたところです。
燃え残りを調べた結果、焼け焦げたス
プレー缶が数本あり、これが原因だと思
われます。　また、リサイクルプラザでも
月に数回スプレー缶や使い捨てライター

が原因と思われるボヤが発生していると
聞いています。幸いに消火が早く大事に
は至っていませんが、平成19年10月の
火災では約２カ月間ごみの搬入ができま
せんでした。
このようなことが2度と起きないため
に、次のことを守ってください。
■スプレー缶を出すときには…
①最後まで使い切る。
②使い切ったら穴をあける。
③�資源ごみ（缶類）として、地区の資
源ごみ回収所に出す。または毎月第
１・３木曜日の資源ごみ回収日にご
みステーションに出す。

■ライターを出すときは
①最後まで使い切る（ガスを抜く）
②燃やせないごみとして出す。

■問い合わせ
　環境水道課　環境保全係
　☎52−1111（内線273・274）

� �三股町社会福祉協議会では、忌明寄付
を次のとおりいただきました。
��故人のご冥福をお祈りいたしますとと
もに、社会福祉発展のために有意義に利
用させていただきます。
��誠にありがとうございました。

三股町社会福祉協議会
��平成21月２月１日から28日まで（敬称略）

ごみ火災について

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額

国内・海外派遣

愛のご寄付

みやざきフラワーフェ
スタ2009（第42回）
の開催について

山元　路
みち

子
こ

夫 敏秋 88 上　新 ３万円

上村　昭
てる

美
み

妻 ミツヱ 76 東植木 ３万円

久保美
み

智
ち

代
よ

母 坂元保
やす

子
こ

71 上　新 １万円

本田エミ子 夫 幸
こう

介
すけ

84 稗　田 ３万円

川
かわ

越
ごえ

　流
りゅう

水
すい

父 鎭
しずみ

99 仮　屋 ２万円

学生の国民年金保険料
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健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52−8481

●赤ちゃん健診
■期日＝５月９日（金）
■受付＝午後１時〜１時45分

●ポリオ（集団接種）
■期日＝４月21日（火）・５月12日（火）・26日（火）
■受付＝午後１時〜２時
■接種対象者＝生後３か月〜90か月未満
■受けるのが望ましい年齢＝生後３〜18か月
■持ってくるもの＝母子手帳、印かん
■�注意事項＝ポリオ接種後にほかの予防接種を受けるとき

は27日以上あけてください。
●麻しん・風しん混合ワクチン（個別接種）の接種について

次の①〜④に当てはまる人は指定医療機関で早めに接種しま
しょう。ただし、麻しん・風しん両方にかかった人は接種する
必要はありません。

①１期＝満1歳の幼児
②２期＝平成15年４月２日〜平成16年４月１日生まれ
③３期＝平成８年４月２日〜平成９年４月１日生まれ
④４期＝平成３年４月２日〜平成４年４月１日生まれ
■接種料金＝期限までに接種すれば無料
■接種期限＝１期は２歳の誕生日前日まで
　２〜４期は平成22年３月31日まで
■持ってくるもの＝母子手帳、３、４期の人は予診票

※�３、４期の人は４月中に予診票を送付しますので記入してお持ち
ください。

子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　 ☎52−8101

●親子教室
■期日＝４月30日（木）　
■時間＝午前10時〜11時
■内容＝楽しい遊び方
☆ 育児が楽しくなる親子遊び／リズム遊びなどを紹介します。

●５月の行事予定　〜親子教室〜
■期日＝５月７日（木）
■時間＝午前10時〜11時
■内容＝♪リズムビクス

※�靴下など着脱のしやすい、運動のできる服装でお越しください。
●「子育て応援特別手当」の手続きが始まりました！
●児童福祉係（内線167）

★子育て応援特別手当とは？
子どもが２人以上いる世帯のうち、幼児教育期（小学校に入

学する前３年間）の子どもがいる世帯を支援するため、平成20
年度限りの手当として、幼児教育期に該当する2人目以降の子
ども１人あたり3万6,000円を支給するというものです。

※定額給付金とは別に受け取れます。
★具体的に誰が対象なの？

次に当てはめて考えてください。
① まず、２月１日（基準日）時点で、同じ世帯の町内に住民

登録（または外国人登録）がある子どものうち、18歳以下
の子ども（平成２年４月２日以後に生まれた人）を年齢順
に１人目、２人目と数えてください。

② ①で数えた２人目以降の子どものうち、生年月日が平成
14年４月２日から平成17年４月１日に該当する子どもの
数は何人ですか？　　　　　人←対象となる子どもの人数です

（注１）�別居している子どもがいて、その子どもを含めると手当を
受け取れる人数が増える場合、その子どもが同じ人に扶養
されていることが条件になります。（申請の際に健康保険者
証などが必要になります）

★誰がもらえるの？
対象となる子ども１人あたり３万6,000円を世帯主に支給

します。
★手続きはどうやってするの？

手当をもらうためには、申請の手続きが必要です。
対象世帯には、先月末、世帯主あてに案内文書・申請書な

どを送付しています（定額給付金の申請書と同じ封筒に入っ
ています）ので、案内文書をご覧になり、申請書に必要事項
を記入して返信用封筒にて役場あてに返送するか、直接福祉
課の窓口へ申請してください。

※�ただし、上記（注１）に該当する世帯（別居している子どもがい
る世帯）は、住民票が当町にないことから対象世帯として把握で
きないため、案内文書が届きませんので、該当していると思わ
れる場合はご相談ください。
★手続きはいつまでなの？
　申請期間は、今年10月1日までです。
※�受付期間を過ぎますと、辞退とみなされ手続きができなくなり
ますので、まだお済みでない人はお早めに手続きしてください。
★手当の受け取り方法は？

原則、世帯主名義の通帳へ振り込みとなります。
子育て応援特別手当の支給は４月末以降となります。

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52−8481

●エクササイズクラブ登録について
健康管理センターでは一年を通して、自主的に運動を継続で

きるようにエクササイズ器具を開放し、町民の健康づくり活動
を支援しています。４月から新たに会員登録を受け付けます。
下記に当てはまる人で自主的に運動を始めてみようという人は
ぜひ、ご利用ください。
※３月まで利用していた人も４月以降に再度登録が必要になります。
■対象者＝19歳以上の町民
　☆ 現在、病院に定期的に通院している人は医師の許可を得

てください
■登録期間＝４月〜平成22年３月まで
■登録方法＝専用の登録用紙を記入　※印かんが必要
■料金＝無料
■日程＝
【日中】毎週月〜金曜日の午前９時〜午後４時30分
【夜間】月・水・金の午後７時〜９時
※12月〜２月の夜間は閉館します。
※各種行事が入っている日は利用できません。　
※�祝日、年末年始（12月29日〜１月３日）、８月13日〜15
日は除きます。

■利用場所＝検診ホールとホール内にある運動器具
■�注意＝運動に関する指導者はいませんので自主的な運動

となります。器具については、それぞれ使用方法を書い
たものが置いてあります。

●介護保険料の徴収が始まります
●介護高齢者係（内線162・163）

平成21年度の保険料は、次のとおりです。
保険料は、介護サービスにかかる費用に応じて基準額が決ま

り、その基準額をもとに、所得に応じて6段階に分かれます。
＊第１段階被保険者…………２万7,600円
＊第２段階被保険者…………２万7,600円
＊第３段階被保険者…………４万1,400円
＊第４段階軽減被保険者……４万8,500円
＊第４段階被保険者…………５万5,200円
＊第５段階被保険者…………６万9,000円
＊第６段階被保険者…………８万2,800円
注） 第４段階軽減被保険者とは、第４段階被保険者のうち、

公的年金収入金額と合計所得金額の合計額が80万円以
下の人が対象です。

第１号被保険者（65歳以上）
◦ 特別徴収の人＝４月・６月・８月は、年金から仮徴収（２月
分と同じ金額）され10月・12月・２月より本徴収されます。

◦ �普通徴収の人＝7月から徴収が始まり、「納付書」または「口
座振替」での納付になります。

第２号被保険者（40歳〜65歳未満）
◦ �国民健康保険に加入している人＝介護保険料は国民健康保険
税の中に含まれています。「納付書」または、「口座振替」での
納付になります。

◦ �職場の健康保険に加入している人＝介護保険料率と給与に応
じて、給与から徴収されます。

◦�なお、所得税、町県民税申告が終わっていない場合、保険料
が高くなります。申告していない人は、お早めに申告してく
ださい。

地域包括支援センターからのお知らせ
●「認知症サポーター」ってご存知ですか？
●地域包括支援センター　☎52−8634

認知症サポーター 100万人キャラバン！！
厚生労働省は「認知症を知り地域をつくる」キャンペーン

として認知症サポーター 100万人キャラバンを行っていま
す。これは、認知症の人と家族への応援者（サポーター）を
全国で100万人養成し、認知症になっても安心して暮らせる
まちを目指すことが目的です。

認知症サポーターとは？
「認知症サポーター養成講座」を受けた人が「認知症サポー
ター」です。しかし、サポーターになったからといって、特
別に何かをやってもらうものではありません。認知症を正し
く理解してもらい、認知症の人や家族を温かく見守る応援者
になってもらいます。そのうえで、自分のできる範囲で活動
できればいいのです。たとえば、友人や家族にその知識を伝
える、認知症になった人や家族の気持ちを理解するよう努め
る、隣人あるいは商店・交通機関など、まちで働く人として、
できる範囲で手助けをする、など活動内容は人それぞれです。

また、サポーターの中から地域のリーダーとして、まちづ
くりの担い手が育つことも期待されます。

なお、認知症サポーターには認知症を支援する「目印」と
して、ブレスレット（オレンジリング）を身に付けてもらい
ます。この「オレンジリング」が連携の「印」になるようなま
ちを目指します。

地域包括支援センターでも、この活動を始めていきます
地域包括支援センターのスタッフが中心になって「認知症

サポーター養成講座」を開催していきますので、ぜひ参加し
てください。認知症になっても安心して暮らせるまちを一緒
に目指しましょう。具体的に決まりましたら、お知らせします。

●介護予防教室
「骨コツ貯筋教室」、「足もと元気教室」：町内10カ所（下記の
とおり）で行っています。詳しくは包括支援センターまでお問
い合わせください。
●足もと元気教室の日程について

21年度の日程は決まり次第掲載します。

Mimata  Health & Welfare Guide

※例：子育て応援特別手当（Aさん、Bさんの場合）

Aさんへの子育て応援特別手当3.6万円×２人＝7.2万円

Aさん
世帯

生年月日が平成２年４月２日から平成17年４月１日までの子ども
生年月日が平成14年４月２日から
平成17年４月１日までの子ども

生年月日が
17年４月２日
以降の子ども

手当の対象となるこども
１人目 ４人目

Bさんへの子育て応援特別手当3.6万円×１人＝3.6万円

Bさん
世帯

生年月日が平成２年４月２日から平成17年４月１日までの子ども

生年月日が
平成14年４月２日から
平成17年４月１日まで
の子ども

生年月日が
17年４月２日
以降の子ども

手当の対象となるこども

１人目
３人目

２人目

３人目２人目



● 問い合わせ：
　健康管理センター
　 ☎52−8481 〜大人もいっしょに「食育」〜

毎月19日は食育の日

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税がいきている ・たばこは町内で買いましょう

Life & Tax
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15 水 ◦図書館休館日
16 木 ◦缶・びん
17 金 ◦可燃物
18 土

19 日

◎城南病院（小・内） ☎26-3662（大王町）

◎園田光正内科（内） ☎38-5115（太郎坊町）

◎大岐医院（内・胃・外） ☎57-2025（山之口町）

◎川畑医院（外・胃） ☎46-3225（年見町）

◎江夏整形外科クリニック（整・リウ・リハ） ☎51-1122（三股町）

◎いそいち産婦人科（産・婦） ☎22-4585（平塚町）

20 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
21 火 ◦可燃物
22 水

23 木 ◦トレイ・ペット
24 金 ◦可燃物
25 土

26 日

◎村上クリニック（循・内） ☎25-2700（宮丸町）

◎原田医院（内・小・外） ☎26-3330（郡元町）

◎長倉医院（内・小） ☎52-2109（三股町）

◎西平外科（外・胃） ☎25-5551（久保原町）

◎横山病院（泌） ☎22-2806（都島町）

◎かみながえクリニック（耳鼻） ☎25-0224（上長飯町）

27 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
28 火 ◦可燃物

29 水

◎おおくぼクリニック（内） ☎26-1500（千　町）

◎河村医院（内・小） ☎39-5868（梅北町）

◎坂田医院（内・消・胃） ☎51-2003（三股町）

◎三州病院（外・胃・内） ☎22-0230（花繰町）

◎いき形成外科ひふ科（形外・皮） ☎45-0020（年見町）

◎西浦耳鼻科（耳鼻） ☎22-0715（松元町）

◦図書館休館日
30 木

1 金 ◦可燃物
2 土

3 日

◎山内小児科（小） ☎22-0048（上　町）

◎とくとめクリニック（内・循・消） ☎26-1820（一万城町）

◎佐々木医院（内） ☎62-1103（高崎町）

◎よしかわクリニック（麻・整・内） ☎23-9384（前田町）

3 日

◎吉見クリニック（外・整・内）☎58-5633（高城町）

◎西元眼科（眼） ☎25-8888（中原町）

◦図書館休館日

4 月

◎藤元早鈴（内） ☎25-1212（早鈴町）

◎下長飯クリニック（外・内）☎39-0800（下長飯町）

◎海老原内科（内・小） ☎64-1211（山田町）

◎橘整形（整） ☎23-7236（中　町）

◎一心外科（外・胃・肛門・内） ☎52-7788（三股町）

◎中山耳鼻科（耳鼻） ☎24-2648（妻ヶ丘町）

◦図書館休館日

5 火

◎柳田病院（小・内） ☎22-4862（東　町）

◎黒松病院（内） ☎38-1120（金田町）

◎出水医院（内） ☎59-9424（高城町）

◎倉内整形（整） ☎22-1252（上　町）

◎はまだクリニック（外・胃・肛） ☎45-2266（祝吉町）

◎北原医院（産・婦） ☎22-4133（北原町）

◦図書館休館日

6 水

◎坂元医院（内・胃） ☎22-0360（牟田町）

◎鵜木内科医院（循・内） ☎26-0008（花繰町）

◎教山医院（内・小） ☎62-1205（高崎町）

◎ながはま整形外科（整） ☎46-7188（都北町）

◎ゆうクリニック（消・外・内） ☎46-6100（広原町）

◎野田医院（産・婦） ☎24-8553（蔵原町）

◦図書館休館日
7 木 ◦缶・びん
8 金 ◦可燃物
9 土

10 日

◎森山内科外科クリニック（内・外） ☎21-5000（南鷹尾町）

◎松山医院（内・呼吸・リウ） ☎24-1046（上川東）

◎はしぐち小児科（小） ☎24-5500（都原町）

◎飯田整形外科クリニック（整） ☎46-5115（上　町）

◎庄内医院（外・内・整） ☎37-0522（庄内町）

◎宮田眼科（眼） ☎22-1441（蔵原町）

11 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
12 火 ◦可燃物
13 水

14 木 ◦トレイ・ペット
15 金 ◦可燃物
16 土

17 日

◎田口クリニック（内） ☎24-0600（下川東）

◎有馬医院（内・小） ☎23-2610（上長飯町）

◎あきづき医院（内・心内） ☎36-0534（上水流町）

◎宗正病院（外） ☎22-4380（八幡町）

◎酒井皮膚科（皮） ☎25-5322（北原町）

◎武田産婦人科（産・婦） ☎22-0336（蔵原町）

18 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
19 火 ◦可燃物
20 水

21 木 ◦缶・びん

※診療時間 午前9時〜午後6時
※やむを得ず変更する場合がありますので
　☎23-5555でご確認ください。

（※夜間／都城救急医療センター☎39-1100）
※歯科については☎25-4100に
　問い合わせてください。

くらしのカレンダー
15. April ~ 21. May 2009

みまたくらしのカレンダー

◎４月の予定

チャレンジＲｕｎ
＆ウォーキング大会

３月８日、ふれあい中央広場をメイ
ン会場に、第８回チャレンジＲｕｎ＆
ウォーキング大会が開催されました（12
〜13㌻に関連記事）。
旭化成の豊後友章選手は子どもたち

を励ましながら併走。プロのランナーと
一緒に走るという貴重な体験に、子ども
たちは力走を見せました。

◎今月の表紙

『貴重体験』

←水・お茶

厚生労働省
農林水産省決定

毎日の食事によって身体が作られ、食事の質によって健康の質まで変わってしまいます。
食べ物を選ぶ力、正しい知識を身につけ、 心も体も健全な食生活を実践することができる人間を育てる教育のことです。食育って？

■税 ● 問い合わせ：税務財政課　TEL 52-1111㈹　FAX 52-4944

★たのしく・かしこく・きちんと食べる★
旬の食材は　おいしい！栄養価が高い！安い！といいことづくしです。
旬の食材を使った健康バランス食を紹介します。ご家庭での献立にご利用ください。

４月の旬食材…キャベツ

◎黄の皿　タケノコごはん
　【主食２つ（SV）】�328㌔㌍　塩分1.4㌘

材　料　�米…1/2合、ゆでタケノコ…30㌘、油揚げ…１/4枚、コンブ10
㌢角…１枚、水…1/2カップ、酒…大さじ1/2、薄口しょう油…
大さじ1/2

作り方  ①米は洗ってざるにあげておく。②タケノコは薄切り、油揚げは湯
通しして細切りにする。③米、コンブ、水、タケノコ、油揚げ、調
味料を炊飯器にセットし、普通に炊き上げる。④炊き上がったらコ
ンブを取り出し、全体を混ぜる。

◎緑の皿　キャベツで春巻き
　【副菜１つ(SV)】�112㌔㌍　塩分0.5㌘

材　料　�キャベツ…1枚、ロースハム…1/2枚、アスパラガス…1本、ス
ライスチーズ…1/2枚、キュウリ…1/4本、マヨネーズ…大さじ
1/2

作り方　�①キャベツは1枚ずつはずす。アスパラガスとキャベツを熱湯で
色よくゆでる。②ロースハムとスライスチーズ、キュウリは細切

りにする。③芯を手前にキャベツをひろげ、半分に切っ
たアスパラガス、ハム、チーズ、キュウリをのせ、手
前から巻いて包む。④3等分に切り、マヨネーズをつけ
て食べる。

◎緑の皿　コンニャクのカレー風味
　【 副菜1つ(SV)】�11㌔㌍　塩分0.7㌘

材　料　�板コンニャク…1/4枚、砂糖…大さじ1/4、濃口しょうゆ…大さ
じ1/4、カレー粉…小さじ1/4」、水…適量

作り方　�①コンニャクの表と裏に格子状の包丁目を入れ２㌢角に切る。②
熱湯でゆでて水気を切る。③鍋を熱して、コンニャクを空炒りし、
調味料を加え汁気が無くなるまで、ゆっくり煮る。

◎赤の皿　変わりシュウマイ
　【 主菜2つ(SV)】�205㌔㌍　塩分1.5㌘

材　料　 豚ひき肉…50㌘、木綿とうふ…50㌘、タマネギ…15㌘、しょう
ゆ…大さじ1/4、塩…小さじ1/8、片栗粉…大さじ1/2、スイー
トコーン…35㌘、ミディトマト…２コ

作り方　�①タマネギはみじん切りにする。豆腐は水切りをしてくずす。ト
マトはへたを落とし、中身をくりぬく。②ボールに豚ひき肉・タ
マネギ・とうふを入れてよく混ぜ、調味料を加えさらによく混ぜ
る。一人５個ずつ団子にする。③肉団子３コには、まわりにコー
ンをつける。２コ分はトマトの中に詰める。④蒸気の上がった蒸
し器で10分蒸す。

◎白の皿　くだもの（ネーブル…100㌘）
　【果物１つ（SV）】�46㌔㌍　塩分0㌘

４月30日（木）は納付期限です
●納税管理係（内線144・147）
納付期限内に納付しましょう。
●固定資産税（第1期）
※�口座振替は４月27日（月）が振替日です。再振替は行っ
ていません。24日（金）までに預貯金口座の残高確認を
お願いします。

　残高不足などで振替ができなかった場合は、その納期分
の納付書を送付しますので、納付書で納めてください。

軽自動車税の減免申請について
●住民税係（内線133・134）

　４月１日現在、軽自動車を所有している人で、軽自動車
税の身体障害者などの減免を希望する人は、次の要領で申
請してください。

●受付期間
◦５月25日（月）まで
◦ただし、土、日、祝日除く
◦期日を過ぎると受け付けできません。
●持ってくるもの
◦�身体障害者手帳、戦傷病者手帳、運転免許証、車検証、

印かんなど（家族の人が運転する場合、上記以外に福祉
事務所などが発行する証明書などが必要です）
●減免申請できる人
◦障害の内容や級により異なります。
◦住民税係までお尋ねください。
●注意事項
◦�減免申請については、軽自動車または普通自動車のどち

らか一台に限られます。
◦�納期後（６月１日）、受け付けた減免申請の取り消しはで

きませんのでご了承ください。

キャベツの旬は春と秋。春のキャベツはやわらかくみずみず
しいのでサラダなどの生食に合います。キャベジンと呼ばれ

るビタミンＵは胃や十二指腸の粘膜を守り、潰瘍の予防に効果があります。（表示の材料はすべて1人分です。）

◎５月の予定

いきいき げんき！



★

��

続・ワクワクドキドキの小学校
今回は、先月号に続いて、第一幼稚園の年長児
の子どもたちに「小学生になったら、何を頑張りた
いか」を教えてもらいました。
小学校に入学した子どもたち。お友達がたくさ
んできたでしょうか。幼稚園でつくったたくさん
の思い出と同じように、小学校でもたくさんの思
い出をつくってくださいね。

「
小
学
生
i
u
Z
q
o
…
」

第
一
幼
稚
園
そ
ら
Ｂ
組
編

JIN

【
今
回
の
テ
ー
マ
】

■
茶
じ
ょ
け

旧
Ｊ
Ｒ
三
股
駅
舎
を
改
修
し
た

「
み
ま
た
ん
え
き
」が
完
成
し
ま
し

た
。
▽
町
が
買
い
取
っ
た
駅
舎
の

駅
機
能
を
残
し
つ
つ
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
拠
点
施
設
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
っ
た「
み
ま
た
ん
え
き
」。
本
格

的
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
、
ま
た
、

健
康
教
室
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
、
多
目
的
な
多
世
代
交
流
の
場

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
▽
10
月

か
ら
は「
く
い
ま
ー
る
」の
発
着
点

と
な
り
、
宮
崎
交
通
バ
ス
、
Ｊ
Ｒ

と
の
交
通
結
節
点
と
し
て
も
活
用

さ
れ
る
予
定
で
す
。
▽
こ
の「
み

ま
た
ん
え
き
」。
若
者
の
柔
軟
な

考
え
を
取
り
入
れ
た
い
と
、
若
手

お便りやイラスト、お子さんの写真を募集しています。
皆さんからのお便りを募集しています。普段、生活で感じたことや皆
さんへのお願いごとなどを400字以内に、またアニメのヒーローなどを
お書きのうえ、お送りください。

◎わが家の一番星
３歳以下のお子さんの写真とコメントを添えてお申し込みください。

■問い合わせ　総務企画課企画政策係　☎52-1111

◦男／11,543人◦女／13,257人
◦計／24,800人◦前月比＋5人
◦世帯数／9,589戸（＋1戸）
◦出生／24人◦死亡／15人
◦転入／81人◦転出／85人

三股町の人口
平成21年３月１日現在

発行・編集／三股町総務企画課
〒889-1995 宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL0986-52-1111 FAX0986-52-4944
URL http://www.town.mimata.miyazaki.jp/

◎町のおいたち
三股町にはいろいろ発掘される土器から、新石
器時代より各所に人が住んでいたことがうかがわ
れます。また、その名の起源は「古くから川三条、股
になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」
をとどめているといわれています。徳川時代は薩摩
藩に属し、明治初年五戸長を一丸として、戸長役
場と改称しました。当時の地頭三島通庸公は荒涼
たる原野に土木をおこし、産業を奨励し教育の振
興をはかって村造りをなし、ここ三股の基礎が築
かれたのです。
明治23年、町村制実施により三股村となり、昭和
23年５月３日に町制を施行して名実ともに三股町と
して発足しました。以来自治の発展に努め、文化農
村建設へと邁進し、さらに今や数多くの企業誘致
により町民の所得向上をはかりながら住みよい豊
かな田園工業都市をめざして躍進しています。

◎町章
町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。
◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ
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職
員（
と
言
っ
て
も
ほ
ぼ
30
代
で

す
が
…
）十
数
人
が
駅
舎
検
討
部

会
を
立
ち
上
げ
、２
年
前
か
ら
準

備
し
て
き
ま
し
た
。
▽
わ
た
し
も

そ
の
一
人
に
加
え
て
も
ら
い
、
皆

と
一
緒
に
頭
を
抱
え
ま
し
た
。
限

り
あ
る
財
源
の
中
、
時
に
は
ぶ
つ

か
り
合
い
な
が
ら
も
、
皆
が
同
じ

目
標
を
持
ち
、「
ど
う
す
れ
ば
町
民

の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
利
用
で
き
る

か
。
本
施
設
を
最
大
限
活
用
で
き

る
可
能
性
を
ど
こ
ま
で
持
た
せ
る

か
」に
、真
摯
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

▽
今
後
、
活
用
法
に
つ
い
て
模
索

す
る
点
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

何
は
と
も
あ
れ
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
施
設
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。　
〈
♪
〉

今　
村　
　
良　

彫
り
深
き 

冬
扇
の
句
碑 

葱
坊
主

夏
の
夜
を 

ホ
タ
ル
飛
び
ゐ
し 

ふ
る
里
の 

小
川
に
鉄
蓋 

か
け
ら
れ
て
ゐ
る

岩　
崎　
民　
子

桑　
畑　
多
津
子

刻
忘
れ 

歌
を
紡
ぐ
も 

い
つ
ま
で
か 

夜
更
け
の
風
を 

聴
き
つ
つ
想
ふ

[

短
歌]

 

◆
三
股
短
歌
会

[

俳
句]

 

◆
三
股
椿
寿
俳
句
会

【

】

秋　
元　
満　
雄

心
配
り
が
読
み
取
れ
ま
す
。
牛
と
の
別
れ
に
差
し
出
し
た
葱
坊
主

が
印
象
的
で
す
。

中
央
公
民
館
の
玄
関
横
に
、冬
扇（
俳
号
）の
句
碑
が
建
っ
て
い
ま

す
。「
せ
り
へ
出
す
牛
に
一
む
ら
葱
坊
主
」。
せ
り
に
出
す
牛
へ
の

イ
ヤ
リ
ン
グ 

か
す
か
に
揺
る
る 

卒
業
子

世
の
移
ろ
い
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

そ
の
昔
、
子
ど
も
は
水
遊
び
や
小
魚
と
り
を
し
て
ホ
タ
ル
の
飛
び
交
う
小
川

で
遊
ん
だ
も
の
だ
。
今
は
そ
の
小
川
に
鉄
蓋
か
ぶ
り
歩
道
と
な
っ
て
い
る
。

て
歌
に
こ
だ
わ
る
。
自
分
の
齢
を
考
え
て
い
つ
ま
で
続
く
だ
ろ
う
か
と
思
う
。

短
歌
は
、
ひ
ょ
い
と
で
き
る
こ
と
も
あ
り
、
い
く
ら
考
え
て
も
三
十
一
文
字
に

な
ら
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。
そ
う
い
う
と
き
は
、
夜
半
で
も
気
に
な
っ

す
か
に
耳
飾
り
が
揺
れ
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
ま
で
胸
が
ふ
く
ら
む

思
い
の
ひ
と
と
き
で
し
た
。

先
日
上
京
の
折
、
飛
行
機
の
隣
席
の
娘
さ
ん
は
専
門
学
校
を
卒
業
し

て
東
京
に
就
職
す
る
と
の
こ
と
。
希
望
に
満
ち
た
娘
さ
ん
の
耳
に
か
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田た
　
が
み上 

璃り

　

く空
く
ん
（
２
歳
）

森　

 

鈴
華
ち
ゃ
ん
（
３
歳
）

◎
平
成
19
年
２
月
27
日
生
ま
れ

◎
秀
喜
さ
ん
・
京
子
さ
ん
の
長
男

お外が大好き、車が大好き、夕羽たんが大
好き、鈴たんが大好きなやんちゃ盛りの璃
空くんはみんなのアイドルです♪

◎
平
成
17
年
４
月
15
日
生
ま
れ

◎
辰
也
さ
ん
・
美
由
紀
さ
ん
の
次
女とっても優しく素直な愛らしい鈴華ちゃん

は、お姉ちゃんの夕羽華ちゃんが大好きで、
とっても仲良しさんです♪

※みまたＪＩＮは今号で終了します。たくさんのご協力ありがとうございました。


